
南発掘区の基本層序 (北壁)は、①造成土 (約0.7m)、

②黒灰色粘質土 (0.1～ 0.3m)、 ③暗灰色土 (約0.lm)と

続き、その下層に〇暗茶褐色土 〔灰色かかる〕(約0,2m)

または⑩暗茶褐色土 (0.1～ 0.2m)、 ②暗茶褐色土 〔暗い〕

(0。1～0.2m)があり、⑩灰褐色粘土の地山層に至る。南

壁では後世の流路の影響で様オロは少し異なる。

遺構面は基本的には地山上面であるが、南発掘区では

主に鎌倉時代の遺構を検出した。遺構面 (地山面)の標

高は、南発掘区北東隅で52.9m、 南西角で52.6mで ある。

Ⅲ 検出遺構
本調査では奈良～平安時代前半の井戸 1基、柱列 3条、

鎌倉時代の井戸 2基、溝 1条、土坑 1基、室町時代の溝

1条、時期不明の井戸 1基、土坑 1基等を検出した。

S E01は、北発掘区中央やや北西寄りの場所で検出し

た井戸。掘形は、平面ほぼ円形で、径は約1,4m。 枠組

は二段構造になっていて、上段は一木の九太をくりぬい

たもので、径約1.Om、 残存する高さは約2.5m。 厚さは

最大 8 cm。 下段は、高さ約0.55mの 曲物で、径は約0。7m、

厚さは約 l cm。 たがは 3条ある。下段枠外の西・東側か

ら杭を打ち込んで固定している。井戸枠上段の基部には

九瓦や平瓦を敷いていた。枠内からは 9世紀前半の土器

と伴に加工したココヤシ内果度が出土した。 S E021よ 、

北発掘区中央北寄りで検出した井戸。枠材は抜き取られ

残存していなかったが、板材 (0.9m× 0.45m)の み 1枚

出土。掘形は、平面隅丸方形を呈し、東西径は約3.Om、

南北径は約3.5m、 検出面からの深さは約3.6mで ある。

遺物はほとんどなく、時期は不明である。遺構の重複関

係から後述のS Dllよ りは首い。S K03は 、発掘区中央

やや北寄りで検出した土坑。平面長方形を呈し、規模は

東西約2.3m、 南北約2.Om、 検出面からの深さは約0.15m。

遺物はほとんどなく、詳細な時期は不明。後述の S A04、

05よ りも新しい。S A04は 、北発掘区中央で検出した南

北方向の柱列。 3間分 (6.75m)を検出した。S A05は 、

北発掘区で検出した東西方向の柱列。 2間分 (4.2m)

を検出し、東・西とも発掘区外へ続く。 S A06は、北発

掘区で検出した南北方向の柱列。 4聞分 (9.6m)を 検

出。北・南へと続く可能性がある。あるいは、建物とな

る可能性も考えられる。S E07は 、南発掘区中央やや西

よりで検出した井戸。掘形は平面楕円形を呈し、東西径

約1.5m、 南北径約1.3m、 検出面からの深さは約1.6mを

測る。井戸枠は曲物を三段に重ねた構造で、掘形底面に

は径 5 cm前後の川原石を敷いている。上段の曲物の径は

約0.45m、 高さ0.25m、 中段の曲物の径は約0.4m、 高さ

0.3m、 下段の曲物の径は約0.4m、 高さ0.3mで、中段と

下段部分の曲物は 2～ 3 cЩ程度分が重複するような形で
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積み重ねていた。埋土からは、11世紀中～後半頃の黒色

土器 B類、瓦器、白磁、須恵器とともに鹿の角が出土し

た。 S K08は、南発掘区で検出した土坑。平面鶏卵形を

呈し、東西約2.Om、 南北約1.7m、 深さ約0.2m。 埋土か

ら11世紀後半～末頃の黒色土器 B類や瓦器が出土。 SE
09は、北発掘区東辺中央やや南寄りで検出した井戸。東

半は、発掘区外へと続 く。井戸枠は確認できなかった。

様相から推測する限りでは、素掘 りの井戸と思われる。

掘形の南北径は約 1.4m、 検出面からの深さは約0,7m。

埋土から13世紀前半の瓦器が出土した。 S D10は、北発

掘区の中央やや南寄りで検出した溝。検出した長さは約

3,7mで、東側は発掘区外へと続 く。深さ最大約0,3m。

埋土から13世紀中頃の瓦器が出土。 S Dllは 、北発掘区

の北側で検出した東西方向の溝。検出面での幅員は5.5

～5.3m、 底部の幅員は約1.5m、 検出面からの深さは約

1.Omを測る。坦土に含まれる遺物は多 くないが、16世

紀後半の瓦質土器が出土した。

この他、南発掘区で小穴を多 く検出した。いずれも平

面円形か楕円形で、径は0.2～ 0.5m。 底部に石を置く例

が目立つ。多 くは埋土に瓦器を含む。状況から鎌倉時代

頃の建物の柱穴と推察されるが、明確にまとまらない。

V 出土遺物
遺物は遺物整理箱約37箱分が出土した。ここでは井戸

S E01の枠内から出土した遺物について概要を記すが、

遺物の総量は僅かに遺物整理箱約半箱分に留まる。

1・ 2は土師器椀 A。 1は 口径 11.6cm、 器高3 0cmで 、

国縁部内外面はヨコナデ調整、体部下部には墨書が 1箇

所認められるが、判読不可。 2は口径 11.8cm、 器高3.2cm

で、内外面ともにヨコナデ調整のち体部外面と底部はミ

ガキを行う。 3・ 4は土師器皿 A。 3は口径約16.2cm、

器高2.7cmで、内面はヨヨナデ調整、外面はヘラケズリ

調整を行う。 4は 口径 19,Ocm、 器高2.5cmで、内面はヨコ
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キヤ0
5

井戸S E01出 土遺物 1/4 ココヤシ内果皮

ナデ調整、外面はヘラケズリ調整を行う。 5は土師器甕  なるような装飾・着色を施されている。この点、本例に
で、口径25.lcm。 体部内面にハケロ痕跡が残る。日縁部  は装飾・着色痕が認められず、また穿孔 。整形の手法も
外面はヨコナデ、体部外面はハケ調整を行う。これらの  比較的稚拙であり、人面を意匠し穿孔したかは疑わしい。
土器は、形態や調整技法からみて 9世紀前半頃のものと  また正倉院宝物の例は、内果皮のプロポーションが九型
考えられる。 6は加工したココヤシ内果皮。長径12.3cm、   を呈し、現在世界に広く分布する栽培種と同じであるが、
短径9.8cmで、頂部の出芽孔を拡張する方法で径約 3 cmの   本例は尖底型を呈し現在では殆ど自生していない先祖型
了しを穿っている。子し周辺以外には加工痕跡は見られず、  品種に類別される。日本古代遺跡より見つかるココヤシ
顕著な使用痕跡も認められない。本来ココヤシは熱帯性  の大半が先祖種である点は、ココヤシ品種の時代的変遷
植物で、現在の気候環境下では日本付近では産せず、フ  を裏付ける様相となっている詢。双方とも日本の海浜に
イリピン等の赤道直下の南方から海流により果実がもた  漂着したココヤシ果実を加工した物か、対外的交易活動
らされることは屡々ある。遺跡からの出土例は現在のと  を通じてもたらされた果実を加工した物か、当初から加
ころ日本本土周辺で20例程度あり、笛に加工した例もあ  工された工芸品として舶載されて到った物なのか定かで
る。どれも臨海の遺跡より出土し、内陸の遺跡から出土  ないが、いずれにせよこのような南方の産物が内陸の都
の報告は現時点では知られていない。なお、本例と酷似  城遺跡で出土したことは、当時の交易物流の実態を考察
した物に正倉院宝物の例がある。南倉に伝世する製品で、  する上で重要であり、かつ正倉院宝物との関連性の点で

鎌倉時代以前の品と考えられている。出芽孔を利用して  も興味深い発見である。         (武 田和哉)

穿 孔 して い る点 で 本 例 と共 通 す るが 、 更 に コ コヤ シ特 有   註)杉 オ↓川買夫・武田和哉「平城京遺跡から出上したココヤシ種子遺物の形

の二つの退化胚芽孔痕跡を目に見立て、穿孔部分が日と  態解析」『熱帯農業』VOL.48房 U号 1 2004

全国ココヤシ出土事例集成表

所在地 遺跡名 遺構年代 加工の有無 判定 典拠

l 千葉 県 OL子市 粟島台遺跡 縄文時代 漆付着 先祖種 銚子市教育委員会 F粟島台遺跡』

千葉県銚子市 栗島台遺跡 縄文時代 小 片 不明 銚子市教育委員会「栗島台遺跡』

千葉県銚子市 粟島台遺跡 縄文時代 小 片 不明 銚子市教育委員会「粟島台遺跡』

千葉 県銚子市 粟島台遺 跡 縄文時代 小 片 不 明 銚子市教育委員会『栗島台遺跡』

千葉県銚子市 粟島台遺跡 縄文時代 小 片 不 明 銚子市教育委員会「栗島台遺跡』

千葉県〕と子市 粟島台遺跡 縄文時代 小 片 不 明 銚子市教育委員会「粟島台遺跡』

百川県金沢市 中屋サワ遺跡 縄文時代晩期 先祖種 現在整理中

百川県金沢市 中屋サワ遺跡 縄文時代晩期 穿孔 (約 l cn)・ 加工痕跡あり 税〕 現在整理 中

堀井県三方町 鳥浜貝塚 縄文時代 発芽孔のある頂部を含む 不 明
禍井県教育委員会「鳥浜貝塚J、 福井県「福井県史通史編 l
国立歴史民俗博物鐘・辻誠一郎氏のご教示による

偏井県三方町 鳥浜貝塚 縄文時代 発芽孔のある頂部を含む 先祖種 ? 同上

11 掘井県三方町 鳥浜貝塚 縄文時代 発芽孔は上記 2点より小さい 下 明 同上

福井県三方町 鳥浜貝塚 縄文時代 不 明 不明 同上

兵庫県神戸市 玉津田中遺跡 な生時代中期 穿孔 (長径約 48 cm) 先祖種 兵庫県教育委員会『玉津田中遺跡』

島根県松江市 西川津遺跡
=墳
時代前期 穿孔 (口径 6 clll) 先祖種 ?

島根県教育委員会『朝酌川河川改修に伴う西川津遺跡発掘調
査報告書Ⅳ』

偏岡県福岡市 Lヒ恵遺跡 な生中期～古墳 宇子し (口径 7 cm) 先祖種 未報告・展示

長崎県芦辺町 原の辻遺跡 小生時代 小穴を穿孔 祖 長崎県教育庁原の辻遺跡調査事務所 r原の辻ニュースレター』第 6号

17 長崎県芦辺町 原の辻遺跡 な生時代 Jヽ穴を穿孔 先祖種 長崎県教育委員会,原の辻遺跡J〔原の辻遺跡調査事務所調査報告書第26集 :

民崎県鷹 島町 噂島海底遺跡 兼倉時代 (元寇) 加工痕跡あり 栽培種 未報告 (『鷹島海底遺跡ⅧJ)

奈良県奈良市 平城京遺跡 平安時代初期 卒子と (口径 3 cm) 先祖種 回出土 品

長県奈 良市 (□符約 3 cm) 奈良国立博物館「平成三年正倉院展 J、 松隠順正 r正倉院よもやま話J1989
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10。 平城京一条二坊・一条南大路の調査 第485次

調査次数   HJ第 485次
工事内容  マンション建設
届出者名  新星和不動産株式会社
調 査 地  奈良市西大寺国見町 1丁目2162-3

調査期間  平成14年 11月 11日 ～12月 10日
調査面積   245だ

調査担当者  山前智敬

排水管理設±     8 淡茶褐色砂質土
造成盛±       9 淡茶灰色砂質土

黒色上 (耕作土)  10 淡褐灰色砂質土
灰茶色土 (耕作土) 11 茶褐色砂質土
茶灰色±       12 濁灰褐色砂質土
淡灰茶色砂質上    13 淡茶灰色砂
茶灰色砂質±     14 暗紫灰色粘土

(黄白色粘土混 )

〕                        2m

濁茶灰色砂

青灰色粘土

明青灰色粘土

茶灰色砂
黄白色粘土 (地山)

暗灰色粘土 (地山)
13～ 18は 旧流路埋土

第485次調査 発掘区位置図 1/6,000

調査地は、平城京の条坊復原では、一条南大路にあた

り、調査地の北辺で一条南大路の北側溝が想定される場

所でもある。調査地の北東約80mの地点 (右京一条二坊

十二坪内)で行なった市H」第160次調査 (昭和63年度)

では、古墳時代から奈良時代にかけての流路跡、奈良時

代以降の小土坑、南北方向の溝を検出している。右京二

条二坊十二坪内で行われた調査 (国第137次 (昭和56年

度)、 国第151-22次 (昭和58年度)、 市HJ第■6次調
査 (昭和61年度))では、奈良時代の掘立柱建物、掘立

柱塀、土坑、井戸、坪内道路、溝が検出されている。右

京二条三坊一条南大路推定地で行われた調査 (市H」 第

51次調査 (昭和58年度))では、余良時代の井戸、13世

紀の井戸を検出したが、一条南大路の南側溝は検出され

ていない。今回の調査では奈良時代の遺構、特に条坊遺

構の検出を目的とした。

発掘区内の基本的な層序は、造成盛土、黒色土、灰茶

色土、茶灰色土、淡灰茶色砂質土、淡茶灰色砂、暗紫灰

色粘土 (黄白色粘土混)、 青灰色粘土、茶灰色砂と続き、

現地表下1.5～ 1.8mで黄白色粘土に至る。西から東に向か

っての下り勾配で、遺構検出は奈良時代の遺構面である

淡茶灰色砂上面 (標高は701～70,4m)と 、地山である責

白色粘土上面 (標高は69.5～70.Om)で行なった。淡茶灰

色砂上面で検出した遺構としては、奈良時代よりも前の

流路、 8世紀の土坑、11世紀から12世紀にかけての土坑、

中世の土坑を検出した。再度、責白色粘土上面で遺構検

出を行った。以下で主な遺構について述べる。

15
16

17
18

19
20

第485次調査 発掘区東壁土層図 1/80

ｎ
亀

第485次調査 遺構平面図 1/250
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流路 1は、発掘区西で検出した。幅約2.4m、 長さ約

7.6m分を検出した。断面で確認した深さは約0.5mであ

る。出土遺物がないので時期は不明だが、重複関係から

後述の S X03よ りも古い。重複関係から奈良時代よりも

前のものであると思われる。

S K01は 、発掘区中央北で検出した平面隅丸方形の上

坑。東西約0.9m、 南北約0.5m、 深さ約0.2mである。埋

土は濁茶褐色砂質土で、 8世紀の土師器杯・奏、須恵器

杯・壼・鉢・蓋、墨書土器、製塩土器、壁土が出土した。

S K02は 、発掘区南東隅で検出した平面隅丸方形の上坑。

東西約1.6m、 南北約0,8m、 深さ約0.2mである。埋土は

暗灰掲色粘質上で、 7世紀末から8世紀初にかけての土

師器杯・高杯・奏、 8世紀の須恵器杯・秦・壷、奈良時

代の平瓦が出上した。 S K01・ 02と もに 8世紀に埋没し

たものと思われる。 S X03は 、発掘区中央で検出した平

面不整形の上坑状遺構。発掘区外へと続 くため規模は不

明であるが、東西約18m、 南北 6m以上、深さは 0,05
～0.lmで ある。埋土は、暗紫灰色粘土で、弥生時代の

奏、古墳時代の土師器、 8世紀の上師器杯か皿・奏、須

恵器杯・蓋、奈良時代の製塩土器、11世紀末から12世紀

前半にかけての瓦器椀、時期不明の土師器皿が出土した。

S K04は、 S X03の東で検出した平面隅丸方形の土坑。

東西約0.8m、 南北0.2～ 0.5m、 深さ約0.2mで ある。埋土

は淡茶灰色砂質土で、古墳時代の土師器奏、 8世紀の上

師器杯か皿、須恵器杯・皿 。奏、奈良時代の平瓦、12世

紀の土師器皿が出土した。 S X05は 、 S K04の 南で検出

した平面不整形の上坑。東西約2.Om、 南北約 2.5m、

深さ0.05～0.2mである。埋土は茶褐色粘土 (炭混)で、

4世紀末～ 5世紀前半にかけての土師器奏・壼、古墳時

代の須恵器、埴輪、 8世紀の須恵器、中世の瓦器、時期

不明のサヌカイト剥片、砥石が出土した。詳細な埋没時

期は不明であるが、瓦器が出上しているので中世には埋

まっているものと思われる。

この他に、発掘区全体に広がっている西から東に流れ

る流路がある。この流路の埋土である暗紫灰色粘土 (黄

出土土器 1/4

白色粘土混)・ 青灰色粘土 。茶灰色砂から遺物が出土し

ていないので詳細な時期については不明であるが、重複

関係から奈良時代以前のものであることはわかる。地山

である責白色粘土上面で再度遺構検出を行ったが、顕著

な遺構は検出できなかった。

出土遺物は、弥生土器、奈良時代の九瓦 。土師器・須

恵器が遺物整理箱 4箱分ある。余良時代の遺物の中には、

初頭の頃の特徴をもつ土器がある。ここでは、実測可能

なものを掲載しておいた。以下に概略を記しておく。土

師器杯 C(1)、 鉢 (3)、 鍋 (5)、 甕 (2)、 須恵器杯

B蓋 (4)がある。 1の内面には 1段の斜放射状暗文が

施されている。 2は口縁部が受け口状になっているのが

特徴的である。 1は S K01、  2は S K02、  3～ 5は SX
06か ら出土。平城京内でこの時期の土器が出土する例は

少なく、平城京遷都前後の土器様相を知る手がかりにな

る資料である。

今回の調査で、奈良時代の一条南大路に関する遺構は

検出できなかった。しかし、一条南大路の路面上と推定

される場所であるにも関わらず、 8世紀の上坑が掘 り込

まれている。奈良時代の大路をまたぐ宅地が存在してい

たとは考えにくいので、一条南大路の北側溝は発掘区の

南側にあるものと思われる。古墳時代の遺物が出土して

おり、また市 H」 第160次調査でも古墳時代～奈良時代

に埋没する流路跡が検出されているので、近くに古墳時

代の集落遺構の存在する可能性が考えられる。

(山前智敬、三好美穂 )

第485次調査 発掘区全景・淡茶灰色砂上面 (北東から) 第485次調査 発掘区全景・責白色粘土上面 (北東から)
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ll.平城京左京二条大路の調査 第487次

調査次数   H」 第487次                調査期間  平成14年■月28日 ～12月 9日
事 業 名  二条線地方特定道路整備事業        調査面積  50∬
届出者名  余良市長                 調査担当者 久保清子
調 査 地  奈良市芝辻町75-3他

工 検出遺構
検出遺構は、溝 2条 と土坑 5である。 S D01・ 02は幅

0.5～0.8m、 深さ0.lmの 素掘 りの溝で、 S D01か らは14

世紀頃の上師器羽釜、 S D02か らは14世紀頃の土師器

皿 。羽釜、瓦器、須恵器奏、時期不明の平瓦が出土した。

S K03～ 071よ平面不整形の径0.3～ lm以上、深さ0.1～

0,2mの土坑で、 S K03か らは時期不明の平瓦、 S K07

からは14世紀頃の土師器羽釜が出土した。

出土した遺物には、弥生土器、奈良～鎌倉時代の須恵

器、土師器、瓦器、輸入陶磁器、江戸時代初頭の国産陶

磁器、平安時代以降の軒平瓦、時期不明の九・平瓦、鉄

釘があるが、全体の量は遺物整理箱 1箱分と少ない。

Ⅲ まとめ

今回の発掘区内では、二条大路南側溝はなかった。そ

の原因は少なくとも 2つのことが考えられる。つまり、

後世の土地利用の変化に伴い、遺構面が削平されていた

場合、もしくは、南側溝が発掘区外に位置していた場合

である。そこで、過去の条坊調査成果を基に、二条大路

の条坊計画線と南側溝の位置について推察してみたい。

二条大路は、左京域では平城宮南面と東二坊地点及び

東五坊地点で確認されており、その幅員は平城宮南面で

は側溝心々聞距離で36.0～ 38.Omゆ 、東二坊坊間路以西の

東二坊地点では39.8m～ 40.6m)、 坊間路東側の二坊十二

坪南面では32.6maで ぁる。二条大路計画線から南側溝

までの距離は、北側溝までの距離のほぼ 2倍にあたるた

め、計画線と道路心とが一致していないことがわかって

いる。調査地が位置する東五坊地点では北側溝が 2地点

で確認されている。それぞれの北側溝心の座標値は平成

12年 度県調査地点4)で は x=-146,005.50、 Y=一
-146028                              、ャ

第487次調査 発掘区位置図 1/6,000

1 はじめに

調査地は、東から西に下がる丘陵の西縁部上にあり、

平城京の条坊復原では、二条大路と東五坊坊問路交差点

の南西に位置し、奈良町遺跡の西縁部に該当する地点で

もある。調査地の北側において実施した、市H」第434・

439・ 444・ 48次調査 (平成11年度)、 第66次調査 (平成

12年度)では、この付近は奈良時代には平城京内の宅地

として利用され、中世に至ると畑地となり、明治時代以

降再び宅地化したことが判明している。また、二条大路

北側溝を確認しており、その検出位置から今回の調査地

内に二条大路南側溝を想定することができるため、大路

及び条坊関連遺構の確認を目的として調査を実施した。

発掘区内の層序は、約 lmの造成上下に、暗灰色粘質

土 (0.lm)、 灰褐色砂質土 (0.2～0,3m)と 続き、地表下

ユ.3mで黄褐色礫、灰褐色礫 もしくは灰白色粘土の地山

に至る。地山上面の標高は概ね71.7mである。

遺構はすべて地山上面で検出した。

~〒~6

N

6

7

8

9

10

11

造成上

暗灰色砂質土 (炭 小石含む)
灰褐色砂質土 (炭・小石含む)

茶灰褐色砂質土 (炭 小石含む)
灰褐色砂質土 (灰褐色礫含む)

淡灰褐色砂質土 (灰掲色礫含む)

灰色粘質土 (炭 小石含む )
淡灰色砂質土

黄掲色礫 (地山)

灰白色粘土 (地山)

灰褐色礫 (地山)

第487次調査 発掘区西墜土層図 1/80
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第487次調査 発掘区全景 (東から)

南側溝推定ライン

条坊概念図 1/600

16,269.00、 市HJ第444次調査地点ではX=-146,004.00、

Y=-16,211.10である。この 2地点間の振れはEl°

29′ 02″ Nで、東二坊地点北側溝心 (X=-146,004.84、

Y=-17,800.00)か ら市第444次北側溝心までの振れは、

EO° 1′ 49″ Nである。次に条坊計画線の推定位置で

あるが、東二坊地点での大路の振れ (EO° 11′ 28″ N)

が東五坊地点まで同じであると仮定し、東二坊地点での

条坊計画線座標値 (X=-146,017.65、 Y=-17,80000)

を基準に計算すると、調査地付近ではX=-146,012.35、

Y=-16,211.10の地点に大路の計画線が通ることにな

る。なお、調査地南側の県調査。で確認している三条条

間北小路の道路心 (X=-146,144.50、 Y=-16,204.00)

と小路の振れ (EO° 11′ 37〃 N)を 基に、 Y=―
16,211.10地 点の小路の道路心を計算すると、 X=一

146,144.476付 近を通ることになる。この地点での小路道

路心 と大路計画心間の距離は132.126m(約 372大尺、

446小尺)と なり、条坊の 1町に近い数値となる。続い

て南側溝の推定位置については、東二坊以東での南側溝

の検出例がないため、現時点でその位置を明確にするこ

とは困難であるが、側溝心々距離を北から1:2に内分
した位置に条坊計画線が くると仮定した場合 0、 前述の

大路計画線から市第444次調査検出の二条大路北側溝の

溝心までの距離は8.35m(約 23.5大尺、28小尺)である

-146.028

第487次調査 遺構平面図 1/100

ため、南側溝は計画線から、16.7m(約 47大尺、56小尺)

南の地点、 X=-146,029.05、 Y=-16,21110つ まり、

今回の発掘区内を通ることになる。ただし、この場合、

大路の幅員は約25mと なるため東二坊地点の幅員よりも

狭くなる。そこで二坊十二坪南面での南側溝心 (X=一

146,037.96、 Y=-17,726.00)か ら大路の振れ (EO°

11′ 28〃 N)を 基に計算 した場合、発掘区内のX=―

146,031.95付 近を通ることになる。この場合の幅員も

27.95mと 、まだ東二坊地点よりも狭いという問題は残

るが、大路の南側溝は、削平されていたため、今回の発

掘区内で検出できなかった可能性が高い。 (久保清子)

1)奈史国立文化財研究所「東院南方遺跡の調査」『1991年度平城宮跡発掘

調査部発掘調査概報』1992

2)奈良国立文化財研究所『平城京左京二条二坊・三条二坊発掘調査報告

‐長屋王邸・藤原麻呂邸の調査 』1995

3)奈良市教育委員会 F平城京左京二条二坊十二坪 奈良市水道局庁舎建設

地発掘調査概要報告』1984

4)奈良県立橿原考古学研究所「左京二条五坊・三条五坊の調査」F奈良県

遺跡調査槻報 (第一分冊)2000年度』2001

5)奈良県立橿原考古学研究所「 I左京三条五坊七・八坪の調査JF奈農県

遺跡調査概報 (第一分冊)200X年度』2002

6)井上和人「古代都城制地割再考」F奈良国立文化財研究所研究論集Ⅶ』1985
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+
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12.平城京右京四条 。西二坊大路の調査 第488次

調査期間  平成14年 12月 2日 ～12月 9日調査次数   HJ 第488次

調査面積   37だ事 業 名   市道中部第513号線道路改良工事
調査担当者  中島和彦届出者名   奈良市長

調 査 地   奈良市五条一丁目516番地

第488次調査 発掘区位置図 1/6,000

●I― ‐―  ■
'|1     / 1イ

   |● |

調査地は、垂仁天皇陵古墳の南側で、北西から南西に

のびる台地上にある。平城京の条坊復原では西二坊大路

にあたり、右京四条二坊十三坪と四条三坊四坪の間にあ

る。調査は道路の拡幅部分のみで、現在の道路の西側に

沿って幅約 lm、 長さ約37mの長細い発掘区を設定した。

発掘区南半部の層序は、上から耕作土 (1)、 淡茶灰色

砂質土 (2)、 明褐色砂質土 (3)、 灰褐色土 (4)と 続き、

地表下約0.5mで 明黄白色シル ト(11)の地山となる。北半

部では灰褐色土の下に暗灰褐色土(5)、 暗茶褐色土(6)、

暗黄灰色土 (7)と 続き、地表下約1.2mで明黄白色粘土

(12)の地山となる。地山は北に向かい下降する。発掘区

北半部の暗茶褐色土層からは、多 くの奈良～平安時代の

瓦と共に、12世紀後半～13世紀初めの瓦器椀が出土した。

調査の結果、土坑 2、 中世素掘 り溝 2条 を検出したが、

西二坊大路に関する遺構は確認出来なかった。土坑から

は土器、瓦が少量出上したが、時期等詳細は不明である。

出土遺物には、瓦が遺物整理箱 2箱分、土器が 1箱分、

砥石 1点がある。これらの大半は発掘区北半部の暗茶褐

色土層出土である。瓦には平安時代以降の唐草紋軒平瓦

1点 と碑 1点の他、奈良～平安時代の九瓦17点 (2.3kg)、

平瓦200点 (25.5kg)、 及び丸平不明38点 (1,3kg)が ある。

土器には平安時代末前後の瓦器・土師器の他、奈良～平

安時代の土師器・須恵器と古墳時代の埴輪がある。今回

の調査では、小面積のわりに出土瓦が多いことが指摘出

来るが、瓦の来歴は不明である。 (中島和彦)
第488次調査 発掘区全景 (南から)

LM:730m

4

5

44

11

1 耕作±    3 明褐色砂質土
2 淡茶灰色砂質± 4 灰tFv色土
0

5 暗灰褐色土
6 暗茶褐色土
2En

11

暗黄灰色±        lo 暗灰色粘質土 (上坑埋土 )

簿祭僕色毛王委墾現瞳豊キ
)i】
隅要否程亀生l�曽!1)

第488次調査 遺構平面図 1/250 発掘区西壁土層図 1/50
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13.平城京右京六条三坊六坪・六条野々宮古墳の調査 第489次

調査次数   HJ第 489次
工事内容   個人住宅新築

届出者名   個人

調 査 地   奈良市六条一丁目491-1、 492、 497-3、 731-4

調査期間  平成14年 12月 9日 ～平成15年 1月 11日

調査面積  180笛

調査担当者 三好美穂

今回の調査地は、平城京右京六条三坊六坪にあたり、

敷地面積が1坪の約1/10に も及ぶ広大なものである。敷

地北半部は、西の京丘陵から東へ派生している尾根の一

部で、畑地として利用されており部分的に平坦にならさ

れていた。地表面の標高は69。9～70.7mで ある。敷地の

南半部は、周辺の地形からみて、本来は尾根裾から谷部

に移行する南下がりの斜面地であったと思われるが、平

坦に造成 して宅地 として使われていた。標高は概ね

64.5mである。届出による工事内容は、尾根から南の宅

地にかけて個人住宅を建設するというものであったた

め、尾根上と下の宅地の 2箇所に分けて発掘区 (北・南

発掘区)を設定した。調査は、敷地の南辺に想定されて

る五 。六坪の坪境小路北側溝の検出及び、尾根部の遺構

の状況を把握することを目的として実施した。発掘区が

2箇所に分かれているため発掘区ごとに記す。

南発掘区 敷地の南辺中央部に東西2.5m、 南北7.5m
の発掘区 (面積 18.75∬ )を設定して行った。発掘区内

の層序は、発掘区の中央部付近から南端では、撹乱坑の

埋土A(0,3～ 0.5m)、 旧耕土A(0.lm)、 撹乱坑埋土B

(0.2m)、 旧耕土B(0,lm)、 床土 (0.02～ 0。 lm)、 中世の

土器 を包含す る暗灰色粘砂 (0.l lfn)。 灰色粘砂

第489次調査 発掘区位置図 1/6,000
-19807                   -19,805

0                                      3m

第498次調査 南発掘区遺構平面図 1/80
撹乱 (黒褐色粘砂)  10 淡黒灰色粘±    17 灰色系と褐色系砂と
盛上 (褐色土)    11 灰色砂        粘上の互層 (谷埋土 )

耕土 (黒褐色粘土)  12 灰色本R砂      18 黄褐色粘土 (地山)
耕土 (黒褐色粘砂)  13 黄灰色粗砂     19 暗緑灰色砂 (地山)
明茶褐色土 (Fe多 い) 14 青灰色粗砂     20 灰白色砂 (地 山)
暗灰色粘砂

灰色粘砂

淡灰色粘砂

暗黄褐色粘砂

第489次調査 南発掘区西壁土層図 1/100
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15 青灰色砂
16 暗灰色粘土
(14～ 16,SD01埋土 )

第489次調査 北発掘区全景 (南から)



(0.08m)。 淡灰色粘砂 (0.2m)と 続き、地表下約0.6m

で地山に至る。発掘区の北端は、撹乱坑の坦土 (0.ユ～

0.6m)を 除去するとすぐに黄褐色粘土の地山になる。遺

構は地山直上で検出した。地山直上の標高は、発掘区北

端で64.4m、 中央から南端では63.6mで ある。

SD01は 、五坪 と六坪の坪境小路北側溝 と思われる。

溝内には、古墳時代の埴輸、奈良時代土師器・須恵器 。

瓦、平安時代土師器・灰釉陶器、平安時代から鎌倉時代

の瓦器等を包含していた。中世の遺物を包含することか

ら、後世になって掘 り直 しがったのか もしれない。

SD01の座標は、溝最深部でX-148,014.800m、 Y―

19,806.000mo SX02は 、遺構の性格を明らかにすること

ができなかったが、SD01の あふれである可能性も考慮

しておきたい。SD03。 SD04は、SD01と 重複して検出し

た素掘 りの溝である。いずれもSX02よ りも古い。SD03

からは、円筒埴輪が 1点出土しており、両者とも古墳時

代の溝の可能性がある。SD051よ、発掘区の北西端から、

やや弧を描 くような形で発掘区の東端へとのびている。

滞内には、瓦器の破片を包含する灰色砂が堆積していた。

下層の調査 SD01の 下には灰色系及び褐色系の砂と

粘土の互層が認められたので、西壁に沿って地表面から

深さ2.2mま で掘り下げた。調査の結果、X-148,008.000m

付近で、地山が南に下り勾配になる部分を検出した。発

第489次調査 北発掘区中央付近 (北から)
掘区南半部では湧水の著しい灰白色砂に達したため掘 り

下げを断念した。出土遺物は、黄褐色粘土からは土師器

小片が 1点出土。おそらく、条坊道路が建設される前は、

現在よりも深い谷地形であったことが伺えるが、最終的

に埋まった時期は明らかにすることができなかった。

北発掘区 調査は、建物基礎と切土される箇所に、ま
ず東西 5m、 南北15mの発掘区を設定して行った。調査

を進めるにしたがって、円筒埴輪の据え付け穴や墳丘の

一部と考えられる土層を確認したため、古墳の主体部が

想定できる箇所と古墳の北側と西側の状況を確認するた

めにそれぞれ拡張区を設けた。最終的な発掘面積は合計

猫乱 (黒猾色土)
表土 (暗傷色■)

=灰
色Thi
淡黄翻色上
淡茶灰色上
決黄灰色土
淡登褐色上十灰色粘■
10 灰色粘土
H 茶灰色粘質i十褐色箔土

0              2m 12 褐色上十灰色砂
13 1き黄褐色上 (炭混じる)

14 暗黄禍色土
15 唯黄褐色砂質主
16 灰色粘七十褐と上
17 黄仄色粘砂
(6～ 1?:SDOl理 上 )
18 灰白色砂質土
19 淡茶灰白色砂質上
91 暗灰色粘砂
24 淡灰色鶏土

第489次調査 北西拡張区北壁土層図 1/80

2 表i(暗招色■)
3 '灰色粘■       10 淡茶灰白色砂質土
4 浜澄褐色■+言灰色rDr■  20 資灰色IIB質 土
6 淡澄褐色        21 暗灰色粘砂   ワ3 淡造棚色粘質上
18 灰白色砂質■      92 灰色粘主    Й 決灰色器■ (地山)

第489次調査 北発掘区北壁土層図 1/80

19,815

第489次調査 北トレンチ遺構平面図 1/200
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第489次調査 北拡張区 (北から)

161.45どになった。発掘区の基本的な層序は、 2:暗褐

色土 (表土 。0.2m)、 3:青灰色粘土 (0.2m)、 4:淡

橙褐色土 (0。 15m)、 5:橙褐色土 (0.2m)、 18:灰白色

砂質土 (0.15m)、 19:淡茶灰白色砂質土 (0.lm)と 続

き、地表面下約0.9mでⅦ :黄褐色礫または淡灰色粘土の

地山に至る。敷地の西端部付近 (Y-19,817.000)か ら

は、 3層 日以下の土層が西に向かって急な下り勾配の堆

積 となるが、Y-19,819付 近では再び水平堆積になる。

発掘区の西半部では、 5層 と19層 目の間に厚さ 2cmの

灰白色砂質上が見られる。 4層、18層には奈良時代の土

器・瓦、鎌倉時代の瓦器が、19層には埴輪、奈良時代の

上器・瓦、鎌倉時代の瓦器が包含されていた。遺構は、

地山直上 (標高 :発掘区東半部69,3～ 69.5m、 発掘区西

端68,3～68.6m)で検出した。

古墳時代の遺構 発掘区の西と北で、埴輪の据え付け
穴 (Pl・ P2)を検出した。いずれの据え付け穴にも

円筒埴輪が残存していた。

Plは、直径0.45mの 平面円形の掘形である。掘形内

には直径30cmの円筒埴輪が据えられており、埴輪の上

部は久損しているが、底部から15cm程残存していた。

タガの形状やハケメの調整痕跡からみて 5世紀前半代の

ものと考えられる。埴輪の内側と裏込めに堆積していた

土は良く似ており、 3 11ull程度の小礫を含む固くしまった

黄褐色土で、肉眼では差異を観察することができない。

P2の 掘形内には円筒埴輪が据えられているが、掘形の

形状と合わせるかのように円筒埴輪を押し潰して設置さ

れていた。時期的には、Pl同様、 5世紀前半代のもの

と考えられる。Pl・ P2付近では、円形の小穴を幾つ

か検出している。いずれも、深さは 2～ 3cmと 浅く出

土遺物もないので時期の特定はできないが、この中には

埴輪の据え付け穴になるものが含まれている可能性はあ

る。主体部の想定箇所は後世の遺構があるだけで、古墳

に関わる遺物や遺構は検出できなかった。

SD01堆積土層状態 (南から)

奈良時代の遺構 埴輪の据え付け穴P2の付近で柱穴
1～ 3を、北の拡張区で土坑SK 4を検出した。

柱穴 1は一辺0.5mの掘形で、検出面からの深さは0.4m

ある。掘形内から土師器・須恵器の破片が出土した。柱

穴 2は、一辺0.4mの掘形で、深さは0.2m。 柱を抜き取っ

た痕跡があり、中から土師器養の破片が出土した。柱穴

3は、掘形の一辺が0.3mと 小さい。深さは0.2mである。

土師器の破片が出土。柱穴 1～ 3は、柱間が北から2.0-

1.2mと 不揃いではあるが、柱筋が並んでいるので塀のよ

うな施設になる可能性も考えられる。遺物が出土してい

るものの、破片が多いため詳細な時期は不明。土坑 4か

らは、奈良時代後半の土師器・須恵器が出上した。

江戸時代の遺構 東拡張区で土坑SK01～ 04、 西拡張
区で濠状遺構SD01を検出した。

SK01～ 04は、江戸時代の土師器皿と共に焼けた壁土

が大量に包含されている暗褐色土が堆積していた。この

壁土は、窯壁が粉砕されて捨てられた可能性がある。

濠状遺構SD01は、19層上面で検出した。深さは1.7m

まで確認したが、それ以上の掘り下げは断念した。濠内

の埋土は、一挙に埋められたというよりも、序々に上が

堆積したような状態をしめしている。埋土内からは、埴

輪、奈良時代瓦、瓦器、江戸時代軒丸瓦等の破片が少量

出土した。SD01がいつの時代に掘られたのか断定はで

きないが、江戸時代よりも古い可能性もある。立地条件

を考慮すると、防御施設的な目的で作られたものかもし

れない。

まとめ 今回の調査では、多くの所見を得ることがで

きた。今回の古墳の発見により、周辺にも古墳が存在す

る可能性が大きくなった。

さらに奈良時代の遺構を検出できたことは貴重な発見

である。包合層からも奈良時代の瓦が多く見つかってい

ることなどから、瓦を葺いた建物が近くに存在していた

ことが推祭できよう。 (三好美穂)



14。 平城京東市跡推定地の調査 第30～ 32次
平城京東市跡推定地の調査は、これまで22年間継続し  施した。本文中の遺構番号は、東市跡推定地内で付けて
て発掘調査を実施している。今年度は、3作の調査を実   いる通し番号である。

調査次数 届出者名 事業名 orェ事内容 調査地 調査期間 調査面積 調査担当者

個 人 共同住宅新築 束九条町 4431他 H14115～ 111 142ゴ 中島

奈良市長 西九条佐保線地方特定道路整備事業 東九条町 4334他 H15110～ 31 ′ｍ 中島・久保清

範囲確認調査 杏町 590 H15114-224 300∬ 三好
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平城京東市跡推定地の調査 第30次
はじめに 東市跡に推定されている五・六 。十一・十
二坪の 4坪の内、今回の調査地は十一坪にあたる。十一

坪は中央に東堀 1可が南北に流れ、坪は東西に分断される。

調査地はこの東半部の北側にある。建設予定地南東llRで

は、市TI第22次調査を行い、奈良～平安時代の坪内道

路、井戸、柱穴を確認している。坪内道路は十一坪の北

から約1/4の位置にあり、十一坪内を分割利用していた

ことが想定できた。今回の発掘区は、この第22次発掘区

の西と北に隣接 して設定し、坪内道路の西側延長部と、

道路北側の利用状況の資料が得られるものと考えた。

検出遺構 発掘区内の層位は、発掘区東側で上から造
成土、耕作土、淡黒灰色砂質土、暗灰色砂質土、褐色砂

質土、暗灰褐色砂質土で、地表から約1.2mで地山の明黄

灰色シルトまたは明責灰色粘土に至る。地山直上面の標

高は約56.Omで ある。

検出した遺構には、坪内道路とその南北両側溝の他、

第22次調査分と合わせて掘立柱建物 4棟、掘立柱塀 6条、

土坑 4、 中世素掘 り溝がある。

坪内道路SF336は、路面幅が約1.8mあ り、第22次調査

分と合わせて長さ約17m分を検出した。路面は地山のま

まで舗装等はない。北側溝SD334は 、幅約 1,0～ 1.8m、

西端で深さ約0.3mあ る。西側が深く、西側約10mにある

東堀河につ:水 していたと考えられる。南側溝SD335は 、

幅約0,9～ 1.2m、 東端で深さ約0.4mあ る。西に向かい浅

くなり、第30次発掘区内で途切れる。十一坪の東側にあ

る坪境小路西側溝SD009(市 TI第 3次 。第 5次調査)と

比べ、SD335の方が溝底のレベルは低 く、東側への排水

は考えにくい。また南側の市TI第 5次調査でも検出さ

れておらず、SD335は両端が途切れる溝になるのであろ

うか。SD334・ SD335と もに、 8世紀後半～ 9世紀初め

の土器が出土し、SD334か らはガラス対鋼が出土した。

SF336の北側には、溝状の上坑SK545と SK547、 不整

形な土坑SK546がある。深さはいずれも0.1～ 0.4mと 浅

い。SK545は SD3341こ平行して、SK547は SD3341こ直交

してあり、SK546と 合わせ鈎形に曲がる一連の溝状の遺

構になると考えられる。性格は不明であるが、後述する

掘立柱塀SA540と の関係から、宅地の区画に関するもの

かと考える。重複関係からSB535。 SA339・ 539。 542よ

り新しい。ヤヽずれも8世紀後半～ 9世紀初めの土器が出

土し、SD334と 同時期と考えられる。

掘立柱建物のうち全容がわかるものは、SB535の 1棟

のみで、他の 3棟は発掘区外へ続 く。詳細は表に記す。

いずれも柱穴の規模から中小規模の建物と考えられる。

掘立柱塀は 6条検出しているが、いずれもSD334以北

にあり、SF336施工以降のものと考えられる。SA539と

SA543は SD334の 北岸を起点に北へ続 く塀である。

SA540は 、SK545の北東端を起点に北へ続 く塀と考えら

れる。SA5441よ、SD334の北岸から約2,7m北に平行する

塀である。西側延長線上にはSK545の南端があり、両者

は同時期の可能性が考えられる。なおSA544は、九坪の

東西 1/4の ライン付近にあり、SF336に開く門の可能
性も考えられる。この場合SF336を はさんで南側にも柱

穴が 1つあり、ここにも門が想定できよう。

第22次調査発掘区内のSA338と SA339は 同発掘区内で

終わり、それぞれ 2間 と3間になることがわかった。

今回の調査で、十一坪内の遺構は、坪内道路SF336の

掘立柱建物・塀一覧表

第30次調査 発掘区全景 (北西から)

棟方向
規模

(桁行 X梁間)
桁行全長 梁 FHl全長 桁行柱間寸法 梁問柱間寸法

備考

SA338 東西 1 27 】A541と 接続

SA339 東西 3 18等 間 F弓か ?

SB535 束西 3X2 15等 間 165等 問 SE337よ り】千、 SD334 SK547よ り古

SB536 東西 3以上 X2以上 36以上 15以上 18-18- ? 15? SB538'SA543よ り新

2以上 Xl以上 36以 上 1818-?

SB538 2以上 Xl以上 34以上 1717-?

SA539 南北 3以上 54以上 18等 問 SK545 548よ り古

SA540 南北 1以上

SA541 南北 1以上 225以上 225‐ SA338と 接続

SA542 南北 2以上 36以上 1818-?

SA543 南北 3以上 51以上 151818‐ P SE337よ り新、 SB536よ り古

SA544 東西 1以上 15以上 15以 上 ―
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LM:575m

1造成上
2耕作土
3淡黒灰色砂質土
4暗灰色砂質土

施工前後で大きく2時期に分かれることがわかる。遺構

の組み合わせ等の詳細は不明だが、以下に概要を記す。

1期 は、SF336施工以前の時期。掘立柱建物SB535と 、

さらに古いSE337の時期がある。坪内の区画等は不明で

ある。井戸出土土器から8世紀中頃と考えられる。

2期 は、SF336施工後の時期。十一坪東側を1/4以下

に区画する。遺構の重複関係から3群以上に細分される。

a群  北側溝SD334の 北岸からはじまる南北塀SA539
と、それと同時期の遺構群。

btt SK545以下一連の土坑群とそれらと同時期の遺構

群。出土土器から8世紀後半～ 9世紀初めと考えられる。

ctt SA338。 541等のa・ b群以外の遺構群。さらに細

分の可能性もある。

これらの内、a群がb群より古いことは確認出来るが、

c群の前後関係については不明である。

2期の特徴として、南北方向の塀の多さが指摘出来る。

SF336に関口を開けたかのような小規模な区画が見て取

れよう。十一坪の北東隅は、西に東lTB河があり、北と東

に築地塀が推定されており、築地に直接門を開かない限

り、敷地内への進入は坪内道路からのみとなる。発掘区

5褐色砂質±     9暗 茶灰褐色±    13暗 茶灰色粘質土
6暗灰褐色砂質±   10暗 茶灰褐色±    14暗 茶灰色粘質土
7淡灰色砂質±    11暗 灰褐色±     15暗 茶灰色粘質土
8暗灰色粘質±    12暗 灰褐色土       (や や暗い )

遺構平面図 1/150 発掘区東壁土層図

土

ト

質

ル

土

砂

シ

色
色

色

褐

褐

灰

茶
茶

黄

暗
暗

明

SD334出 土ガラス対禍 1/2

内の宅地利用には、このような規制が大きく働いている

ことは確かである。一方SF336の南側でも、南北棟建物

が多いことが明らかになっている (市 TI第 5次調査)。

塀による区画はないが、SF336の両側には、南北に細長

い区画が東西にならぶ可能性が指摘出来よう。

出土遺物には、遺物整理箱 1箱の土器と、少量の瓦類

がある。土器の大半は坪内道路北側溝SD334と SK545出

土である。いずれも8世紀後半～ 9世紀初めの上師器 。

須恵器である。SD334か らはガラス対蝸 3点が出土した。

3点とも同一個体と考えられ、口径約10.8cmあ る。外面

は縄ロタタキ痕跡が残り、内面には黄緑色のガラスが付

着する。瓦類は古代の九瓦 1点、平瓦 8点、及び丸平不

明 5点あるのみで、合計約0.6kgにすぎない。(中島和彦)
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平城京東市跡推定地 (東三坊坊間路)の調査 第31次
I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では、東市跡推定地内を

南北に通る東三坊坊間路に相当し、調査地南端では人条

大路との交差点が想定される地点でもある。調査地北隣

で、平成13年度に実施した市TI第 27・ 28次調査 1)では

東三坊坊間路、奈良・平安時代の建物、井戸、土坑及び

鎌倉・室町時代の溝、建物を検出している。また、調査

地南西の現県道下では、平成11年度の奈良県教育委員会

による発掘調査 2)で中世の流路が確認されており、「中

世辰市」の状況を知る手がかりを得ている。

今回は、平城京の条坊関連遺構並びに中世遺構の検出

を目的として調査を実施した。

発掘区内の層序は、上から造成土 (0.3～ 0.8m)、 耕土

(0.1～ 03m)、 淡灰色砂質土 (0。 lm)、 橙灰色砂質土

(0.05m)、 茶灰色砂質土 (0.2～ 0.3m)と 続き、地表下

0.8mで責褐色粘土もしくは黄褐色砂、茶灰色砂の地山に

達する。発掘区南半は後世に削平を受けて一段低 くなっ

ており、造成土直下もしくは耕上の下で地山に達する。

地山上面の標高は、北端で56.6m、 南端では56.Omで、

遺構はすべて地山上面で検出した。

I 検出遺構
奈良時代 東三坊坊問路及び同東側溝がある。東三坊

坊間路 S F027は 、東側溝 S D031の 西肩から7m分を検

出した。路面部分は中世に溝が掘削されているため、当

初の様相は不明である。東側溝 S D031は 、幅1.2m以上、

検出面からの深さ0.3mで ある。両肩部分が中世に削平さ

れているため、溝心の位置を特定できないが、側溝最深

部での座標値は、X=-149,160.30、 Y=-17,234.23で、

北隣の調査地点 (TI第28次)の溝心の座標値X=-149,

0                                        5na

14400、 Y=-17,234.50に近い数値となっている。埋土

中からは、 8世紀末～ 9世紀初頭の土師器皿Al点、軒

丸瓦6133型式A種が 1点出土した。なお、発掘区北端に

位置する旧畦畔より南側については、後世に削平されて

いたため、入条大路との交差点部分は残っていなかった。

鎌倉・室町時代 素掘りの溝 5条 と掘立柱列 2条があ
る。 S D545は幅0,7～ 1.2m、 検出面からの深さ0.1～0,35

mで、断面形がU字形の東西方向の素掘 りの溝である。

埋土中からは、 8～ 9世紀の土師器、黒色土器A類、須

恵器と、12～ 14世紀の土師器、瓦器の他、奈良時代及び

平安時代以降の九平瓦が遺物整理箱 1箱分出土した。重

複関係からS D 546・ 547・ 548よ りも古い。 S D546は 南

北方向の素掘 りの溝で、後に S D 547・ 548の掘削により

壊されているため、溝底部分のみが残存していた。検出

幅は0.6～0,8m、 検出面からの深さ0.3mである。埋土中

からは 8～ 9世紀の上師器、黒色土器A類、須恵器、緑

釉陶器、土馬、10～ 11世紀の土師器、須恵器と12～ 14世

紀頃の土師器、瓦器、須恵器の他、奈良時代及び平安時

代以降の九平瓦、鉄釘、鉄淳、動物の骨が遺物整理箱 1

箱分出土した。重複関係からS D547・ 548よ りも古い。

S D547は 幅1.3～ 2.5m、 検出面からの深さ0.5～ 0,7m、 断

面形が逆台形の南北方向の素掘 りの溝で、北隣の調査

(市 TI第 28次調査)で検出している鎌倉時代の溝 SD
503に続 く可能性が高い。埋土は大きく2層 に分けるこ

とができ、その堆積状態から 1度掘 り直しが行われてい

たことが考えられる。溝の東肩部分に特に集中して13世

紀後半～14世紀初頭頃の土師器皿と瓦器椀が、溝の東側

から大量に投棄されていた。埋土中からは、 6世紀代の

土器、 8～ 9世紀の土器、土製品、10～ 11世紀代の土器

造成土

黄褐色粘土

暗灰色粘土 (桟瓦含む)
褐色砂
褐色粘質土

灰色粘砂土 (作土)

灰褐色砂質土

褐灰色砂質土

灰褐色砂質土

灰色砂
褐色砂質土

灰色砂

29

30

31

32

33

34

35

箭
37

茶褐色シルトと灰褐色砂の混合土 (SD5窮埋土)

茶灰褐色砂質土 (SDM8埋 土)
茶灰色砂質土と黄褐色粘上の混合土 (SD「D47理 土)

褐灰色砂質土 (SD547埋 土)

黄掲色粘土と茶灰色砂の混合土 (SD547埋 土)

灰色砂質土 (SD547埋 土)

灰掲色砂質よ (SD547埋 土)

茶灰褐色砂質土 (SD5守埋土)

暗灰色砂質上と灰褐色砂の混合土 (SD546埋 土)

灰色砂と褐色粘上の混合土 (SD548埋 土)
茶褐色シルト (SD548埋 土)
灰褐色シルト (SD548埋 土)
灰色砂と灰色粘上の混合土 (SD5弱埋土)

茶灰色砂と灰色粘上の混合土 (SD547埋 土)

茶灰色砂 (SD開 7埋土)
灰色砂と黄褐色粘土ブロックと暗灰色粘土プロック
の混合土 (SD547埋 土)
暗灰色粘土と灰褐色砂の混合土 (SD5守埋土)
黄褐色砂と灰色粘土の混合土 (SD546埋 土)

黄褐色砂 (地山)
黄褐色粘土 (地山)

暗褐色粘土 (地山)
灰褐色砂 (地山)
明青灰色シルト (地山)

黄灰色粘土 (地山)
灰色粘土 (地山)

第31次調査 発掘区南壁土層図 1/100(上段)、 SD546～SD548(X=-149,181mラ イン)土層図 1/50(下段)
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第31次調査 遺構平面図 1/400

が合わせて遺物整理箱10箱、12～ 14世紀の上器が遺物整

理箱22箱の他、奈良時代及び平安時代以降の軒瓦、丸平

瓦、発半瓦、鬼瓦、面戸瓦、樽が合計遺物整理箱21箱の

他、神功開弥 2点、祥符元賓 1点、判読不能の銅銭 2点、

鉄製刀子・釘、鉄津、不明銅製品、銅滓、輔、炉壁、ガ

ラス玉、砥石、サヌカイト剥片、建築部材と考えられる

凝灰岩、炭化物、動物の骨がそれぞれ少量出土している。

重複関係からS D545。 546よ りも新しい。 S D548は幅

1.3～ 2.6m、 検出面からの深さ07～ 1,Om、 断面形が逆台

形の素掘 りの溝で、発掘区北端で東に曲がる。溝の岸の

傾斜は東西で異なり、東岸が緩やかであるのに射 して、

西岸は急である。中世集落の環濠は、集落の外側にあた

る岸と内側にあたる岸の傾斜が異なる場合が多いことか

ら、この溝についても環濠のような働きをしていた可能

性が考えられる。溝の埋土は大きく2層 に分けることが

でき、上層埋土には多量の瓦が含まれる。また、上層と

下層の境界付近では多量の14世紀代の土師器皿と瓦器を

含んでいた。埋土中からは、弥生土器、古墳時代の土師

器、 8～ 9世紀の土器、土製品、10～ 11世紀代の上器が

遺物整理箱 4箱 と12～ 14世紀の土器が遺物整理箱26箱の

他、奈良時代及び平安時代以降の軒瓦、九平瓦、え斗瓦、

第31次調査 発掘区南半部 (南から)

雁振瓦、鬼瓦、碑が合計遺物整理箱40箱 、他に鉄製刀

子・釘 。鎌、鉄淳、滑石製石鋼、砥石、サヌカイト剥片、

建築部材と考えられる凝灰岩、炭化物、動物の骨が少量

出上している。 S D547よ りも瓦の出土量が占める割合

は多い。重複関係からS D551よ り古 くS D546・ 547よ

りも新しい。なお、これらの溝の埋没時期を示す出土遺

物の時期差があまりないことから、短い時間幅の間で溝

の掘削と埋め立てを繰 り返していたことが考えられる。

S X549・ 550は いずれも柱問0.63～0,75mの 1× 1間の

掘立柱列で、 S D 547の溝底で検出した。位置的に、 S

D546も しくは547に伴う板と杭を用いた簡易な橋のよう

な構築物であった可能性が考えられる。埋土中からは 8

～ 9世紀の土師器、黒色土器A類、須恵器、12～ 13世紀

の土師器、瓦器、瓦質土器、須恵器、平安時代以降の九

瓦、時期不明の瓦、碑が少量出土した。 S D551は幅1.7

m、 検出面からの深さ0.9m、 東西方向の二段掘 りの素

掘 りの溝で、埋土から8～ 9世紀の土師器、須恵器、灰

釉陶器、製塩土器、土馬、12～ 14世紀の上師器、瓦器、

瓦質土器、須恵器、輸入陶磁器、16世紀末から17世紀初

頭の上器、国産陶器が合わせて遺物整理箱 1箱、古代～

中世の軒瓦、九平瓦、え斗瓦が合計遺物整理箱 2箱出土
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した。なお、北隣の調査 (市 TI第 28次調査)で も、16

世紀末から17世紀初頭頃の溝と土坑を検出している。

(久保清子)

Ⅲ 出土遺物
弥生土器、古墳時代の土器、 8～ 9世紀代の土器、土

製品、10～ 11世紀代の土器、12～ 14世紀の土器、16～ 17

世紀代の上器が合計遺物整理箱71箱、奈良時代及び平安

時代以降の瓦碑類が遺物整理箱78箱、銭貨 5点、金属製

品、鋳造関連遺物が遺物整理箱 5箱、石器、石製品が遺

物整理箱 1箱、合計遺物整理箱155箱分ある。大半が S

D547と S D548からの出土遺物であり、このうち瓦類と

土器類について概要を記す。

瓦薦 出土瓦類には、奈良時代の九瓦、平瓦、軒丸瓦、

軒平瓦、及斗瓦、面戸瓦、碑及び、平安時代以降の九瓦、

平瓦、軒丸瓦、軒平瓦、道具瓦がある。以下、 SD
547・ 548出土の軒瓦を中心に述べる。 S D547出土の軒

丸瓦は平安時代以降のものが 2点あり、その内訳は、伝

平松廃寺出土品と同他3)と 思われる複弁 8弁蓮華紋が 1

点、間弁がない16弁蓮華紋で素紋縁のものが 1点である。

軒平瓦は15点あり、その内訳は、奈良時代の軒平瓦は

6682型式A種、6710型式C種、6711型式Ab種、6721型

式種別不明が各 1点、型式不明が 2点の計 6点である。

平安時代以降のものは偏行唐草紋が 1点、それとは異範

の唐草紋が 1点の計 2点である。中世以降のものは、唐

草紋が 1点、凹型形成台の圧痕がある中世Ⅱ期4)の均整

唐草紋が 1点、瓦当貼り付け技法 (中世Ⅲ～Ⅶ期5))の

幾何学紋が 5点の計 7点である。 S D 548出土の軒丸瓦

は 9点あり、そのうち奈良時代のものは6301型式種別不

明、6348型式Aa種、型式不明が各 1点の計 3点である。

平安時代以降のものは 6点あり、その内訳は、薬師寺72

型式5)と 同紋の単弁蓮華紋が 1点、雄蕊帯をもつ複弁蓮

華紋が 1点、薬師寺84型式 。西大寺82型式A種 6)と 同範

の素紋縁単弁16弁蓮華紋が 2点、 S D547出土の16弁蓮

華紋軒丸瓦と同範が 2点である。軒平瓦は28点あり、そ

のうち飛鳥～奈良時代の重弧紋軒平瓦が 1点、奈良時代

のものは、6712型式A種、型式不明が各 2点の計 4点で

ある。平安時代以降のものは14点で、その内訳は、薬師

寺322型式 。西大寺308型式A種と同範の素紋縁均整唐草

紋が13点、西大寺394型式A種 と同範の連巴紋が 1点で

ある。中世以降のものは 9点で、その内訳は、均整唐草

紋が 4点、それとは異億の均整唐草紋 2点、 S D 547出

土の中世Ⅱ期4)の均整唐草紋と同籠が 1点、中世Ⅲ～Ⅶ

期 4)の幾何学紋と同籠が 2点ある。また S D548か ら出

土した中世丸瓦のうち、玉縁凸面に「×」の線刻のあるも

のが 9点ある。うち 1点は吊り組痕があり、他は残り具

合が悪く吊り紐の痕の有無は不明であるが、すべての胎

土・技法が似る。他に、 S D031か ら奈良時代の軒九瓦

6133型式A種 1点、遺物包含層から奈良時代の軒平瓦

6712型式B種が 1点出上している。 (山前智敬)

土器  S D547・ 548出土土器は、少量の弥生土器と古

墳時代の上器の他は、古代と中世の上器に大別できる。

以下、各遺構ごとに概要を記す。

S D547出土土器 余良 。平安時代、鎌倉時代後半の

ものがある。出土量は、奈良～平安時代後半のものが遺

物整理箱10箱分であるのに姑し、鎌倉時代後半のものは

22箱分と多い。その割合は概ね古代 1:中世 2である。

時期ごとの土器の内訳は、余良時代は土師器杯・皿・高

杯・奏 。甑・竃、須恵器杯・杯蓋・皿 。甕・鉢・壺の他、

奈良三彩小壼、円面硯、製塩土器、土馬である。平安時

代になると、これらの他に、黒色土器A類椀・甕、緑釉

陶器、灰釉陶器椀、輸入自磁椀が加わる。これらの出土

量の割合は、奈良時代から平安時代前半のものが大半で、

平安時代後半のものは少ない。出土量の大半を占める鎌

倉時代後半の土器は、土師器皿が主体をなしており、日

径 8～ 10cm台の土師器小皿 (1～13)及 び口径12～ 14clll

台の大皿 (14～20)がある。この他、土師器羽釜 (32～

36)、 瓦器皿 (22・ 23)、 椀 (24～ 30)、 瓦質土器盤 (37)、

東播系の須恵器鉢 (31)・ 奏、焼締陶器、龍泉窯系青磁

椀 (21)、 白磁 。青磁椀、皿、青白磁合子蓋がある。こ

れらはほとんどが破片の状態で出土したが、器表面の残

存状態が良好なものが多く見受けられる。

S D548出土土器 奈良 。平安時代、鎌倉時代末から

室町時代前期頃のものがある。出土量は、奈良～平安時

代後半のものが遺物整理箱 4箱分で、鎌倉時代末から室

町時代前期頃のものは遺物整理箱26箱分とその大半を占

めてお り、その割合 は概ね古代 1:中 世 4で ある。

奈良～平安時代後半の土器は、 S D547と ほぼ同じ種類

のもので占められている。鎌倉時代末から室町時代前期

頃の土器についても同様で、土師器皿が主体であり、日

径 8～ 9 cm台の小皿 (38～ 49)、 日径 10～ 13cm台の大皿

(50～ 58)の他、土師器羽金 (70～ 71)、 瓦器皿 (59・ 60)、

椀 (61～ 68)、 瓦質土器火鉢 (72～ 73)、 東播系の須恵器

鉢 (69)。 奏、焼締陶器奏、白磁 。青磁椀・皿、青白磁

小壼がある。これらは大半が破片の状態で出土したが、

器表面の残存状態が良好なものが多 く見受けられる。

この両溝から出土した土器を比較すると、各土器・陶

磁器は共に調整手法や形態的特徴は非常に近似 しつつ

も、型式差を読みとることができる。

土師器皿では S D 547出 土のものに比べて、 S D 548か

ら出土するものが、器壁の薄手化、法量の縮小傾向及び
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底部から口縁部のたちあがりがやや外反的になるなど、

その形態変化を明瞭に認めることができる。土師器羽釜

では、両溝ともに奈良県内の中世の遺跡で出土するもの

としては一般的に見られる 4種類の口縁形態のものが出

土しており、 S D548出土のものは日縁端部がより肥厚

化するなど発達したものとなっている。瓦器椀では、土

師器皿同様に S D548出 上のものは法量が縮小しており、

ヘラミガキの間隔がより粗 くなったものが主体となって

おり、高台の簡素化が見られる。 S D548出土の瓦質土

器盤、火鉢類は、日縁端部の形状などを合めて、いわゆ

る「奈良火鉢」としてほぼ定型化したものが主体となっ

ている。以上の点から、 S D 547と S D548か ら出土した

土器群の間には型式変化を読みとることができ、ほぼ隣

接する関係で前後に位置づけられるものと考える。

なお、この時期における各土器の種類ごとにその出土

量を比較すると、両溝とも主体を占めるものは、土師器

皿であり、次に瓦器椀と続く。量的には土師器皿・瓦器

が出土土器の 7～ 8割を占めている。

また、両溝に共通する点としては、土師器皿の中に、

灯明皿として使用されていたものや底部に穿孔があるも

のが少量含まれている。さらに、土師器羽釜で体部から

底部外面にかけて煤が厚 く付着しているものや須恵器外

で内面下半に摺 り減 り痕跡といった使用痕跡が認められ

るものが多く含まれることからが挙げられる。このこと

から、これらの上器は、当地域で生活していた人々の日

常雑器であったことが窺える。

両溝のそれぞれの土器群の年代は、奈良市域における

中世土器類の既編年等を手掛 りにして考察すると、 SD
547出土土器群については鎌倉時代後半代 (13世紀後半

から14世紀初頭)、 S D548出 土土器群については鎌倉時

代末期から室町時代前期頃 (14世紀代)に位置づけられ

る。

Ⅳ まとめ

①調査地一帯は、弥生～古墳時代の遺物が出土するこ

とから、平城京遷都以前から人々が生活していたことが

考えられる。平城京遷都後の奈良～平安時代前半は建物

が多く建てられ、その当時の生活ぶりを窺わせる遺物も

多く出土している。ところが、平安時代後半は遺構や遺

物の数が一気に減少する。その後鎌倉時代に入ると再び

この地に建物が建てられるようになる。この頃、東三坊

坊間路の路面上に溝が掘られていることから、坊間路は

既に廃絶していたか、当初よりも幅員を縮小して踏襲し

ていたことが考えられる。

②人条大路は、これまでにその想定地点の数箇所にお

いて調査が行われているものの、大路に関する遺構は見

つかっていないため、大路の規模や位置については明ら

かになっていない。そこで、周辺調査で得られた条坊遺

構の成果 7)を基に東三坊坊間路と人条大路交差点の座標

値を計算すると、 X=-149,202.6m、 Y=-17,238.3m

付近、つまり調査地に南接する現県道下に位置すること

になる。このため八条大路北側溝が坊間路を横断してい

た場合、今回の発掘区南端を通ることが考えられた。し

かし、奈良時代の遺構面が削平されていたために交差点

に関する成果を得ることができなかった。

③鎌倉時代の溝とその出土遺物から多くの情報を得る

ことができた。溝内から大量の中世瓦が出土しているこ

とから、付近には瓦葺きの建物があり、この建物の廃絶

と溝の埋没時期との関連性が窺える。また、溝内の出土

遺物からは土師器や瓦器といったごく一般的に普及して

いる土器以外に輸入陶磁器や石鋼も使用されていること

がわかった。他にも注目すべきこととして、溝から使用

痕があまり見られない大量の土師器皿と瓦器椀が出土し

たことが挙げられる。これらの上器の出土状態から、複

数回にわたって一括投棄が行われていたことがわかる。

溝内に土器を一括投棄する例は県内の複数の中世集落遺

跡8)で も見つかっており、この時期には一般的に行われ

ていたことが考えられる。土器の一括投棄が行われた理

由は、単純な廃棄行為の他に、神事に伴う饗宴等で使用

したものを一度きりの使用で廃棄するなど祭祀に伴う行

為 9)であることも想定しておくべきであろう。

④室町時代に入っても引き続き、建物は建てられてい

るが、室町時代末頃以降は宅地から耕作地へと、土地利

用の転換が行われたことが考えられる。  (久保清子)
1)奈良市教育委員会「平城京東市跡推定地 (左京八条三坊十二坪)の調査

第27・ 28次」F奈良市埋蔵文化財調査概要報告書 平成13年度』2004

2)奈良県立橿原考古学所究所「左京入条三条五坪 (東市推定地)の調査」

「奈良県遺跡調査概報 (第一分冊)1999年度』2000

3)伏見町史刊行委員会『伏見町史ど1981 P469 図95

4)

5)

6)

7)

山崎信二 F中世瓦の研究』(奈良国立文化財研究所学報第59冊 2000)

奈良回立文化財研究所『薬師寺発掘調査報告』1987

奈良国立文化財研究所『西大寺防災施設工事・発掘調査報告書』1990

奈良市教育委員会 F平城京束市跡推定地の調査I～ XⅥ』1989～ 1998・

「平城京東市跡推定地の調査 第24・ 25次」「奈良市坦蔵文化財調査概要

報告書 平成孔1年度』2001で報告されているデーターをもとに計算した。

余良県立橿原考古学研究所 F十六面・薬王寺遺跡発掘調査報告書』

1988・ 「大和中央道関連遺跡 (田中・垣内遺跡)の調査」F奈良県遺跡

調査概報 (第一分冊)1989年度』1990。 「中世びとのくらしと喜怒哀楽』

1994・ 『小泉堂遺跡発掘調査報告書』2005等多数報告されている

山川 均「土器をまとめてすてること」F文化財学論集』1994
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平城京東市跡推定地の調査 第32次
I はじめに

調査地は、平城京の市場のひとつである東市跡推定地

内にあたる。東市は、平城京左京人条三坊五・六・十

一・十二坪の四坪分を占めていたと考えられている。

今回の調査地は、このうちの六坪の南辺中央部付近に

あたり、五・六坪の坪境小路が想定されているところで

ある。六坪は、これまでに31次にわたって調査が行われ

ており、奈良時代の道路、築地の雨落ち溝、建物、井戸、

土坑、平安時代の井戸、室町時代の建物の他に、奈良時

代よりも古い河川を検出するなど数多 くの遺構が検出さ

れている。

今回は従来の調査成果を踏まえて、東西約18m、 南北

約17m(面積約300∬)の発掘区を設定して行った。

I 検出遺構
堆積土層 発掘区内の基本的な層序は、耕土・床土
(0.3m)の下に、灰色砂質土 (マ ンガン多く含む 。0.2m)、

灰色砂質土 (0.2m)と 続き、表土下約0,7mで奈良時代

の遺構面である淡茶褐色砂質土 (0.lm)に至る。しかし、

発掘区南半ではこの淡茶褐色砂質土は見られず、灰色砂

質土の直ぐしたが黄褐色粘上の地山である。

遺構は、地山及び淡茶褐色砂質土上面 (標高 :55。9m)

で検出した。検出した遺構には、五・六坪の坪境小路北

側溝 (SD019)、 雨落ち溝 (SD552)、 掘立柱建物

(SB554～ 556)、 掘立柱列 (SA557～ 560)、 素掘 り溝

(SD553)、 土坑、不明遺構 (SX561～563)がある。こ

の他に、奈良時代よりも古い流路も確認している。

以下、主な遺構を時代順に説明する。

奈良時代の遺構 SD019は、五・六坪の坪境北側溝で、

長さ18m分を検出した。南肩は発掘区外に及ぶため、溝

幅は不明である。検出面からの深さは、0.3m。 溝内には、

8世紀末から10世紀初頭の土器 。瓦を包含する暗灰色粘

土、暗灰色砂が堆積する。滞最深部の国土座標はX―

149凹 .4CXl、 Y― 互2C19Ю∞ (発掘区東端)、 X-10,0705嗣、

N

Y-1猛30QOm(発掘区西端)である。SD552は、築地雨落

ち溝で、長さ18m分 を検出した。SD019の 最深部 と

SD552心 の距離は約4.9mを 測る。SD5531よ 、SD019と

SD552の間で検出した南北方向の素掘 り溝で、南北3.Om、

溝幅0.6mあ る。検出面からの深さは、北端は0.2m、 南

端では0,3m。 想定される築地の下を通る暗渠と考えられ

る。SD019と は同時期に構築されている。溝内埋土から、

8世紀末の土師器、須恵器が遺物整理箱で約1箱分出土し

た。SA557～ 5601よ 、発掘区の南半部の 4箇所でそれぞれ

検出 した掘立柱列。SA557は SD552よ りも新 しい。

SA559・ 56Clは、SD019と 同時期に構築されている。SA559

は六坪のほぼ中心 (X-149,070.000、 Y-17,306.Ю O)に位

置しており、橋脚になる可能性がある。さらに、SA559

の北3,9mの ところに柱穴を検出 (SD552の 溝底で検出)

しており、この柱穴も橋脚になる可能性がある。SX561

は、SD019・ 552、 SB556、 SA559、 流路と重複して検出

した遺構。東西10m以上、南北5.Om。 平面長方形状の掘

形である。検出面からの深さは0。2m。 遺構内には、8世

紀中頃から末の土師器・須恵器の甕や食器類を包含する

暗褐色粘質土が堆積していた。遺物整理箱で、約3箱分

ある。重複関係から、SD019・ 552、 SB556よ りも古 く、

流路よりは新しいことがわかる。土採 りを目的とした坑

かもしれない。SX5621よ、SB554と 重複して検出した遺

構。東西2.5m以上、南北 1.6m、 平面長方形状の掘形を

呈する。深さは0.5mあ る。遺構内には、奈良時代の土

器・瓦を包含する褐色系の砂を含んだ灰色粘土が堆積す

る。遺物の出土量は、遺物整理箱で1箱 にも満たない。

どのような性格の遺構なのか明らかではない。重複関係

から、 SB554よ りも古ヤヽ。

平安時代の遺構 SB554は、雨落ち溝SD552の溝心か

ら北へ約9.Omの位置で検出した発掘区北西隅で検出した

東西2問以上、南北2間以上の掘立柱建物。東側柱の南か

ら2番 目の柱穴だけ柱の拭き取り穴がある。抜き取り穴

床上 (灰色土、黄褐色土)3 灰色砂質土 (マ ンガン少量 )
灰色砂質土 (マ ンガン多い)4 茶灰色砂質土

5 灰色砂質土
6 茶灰色砂質土
7 灰色砂
8 灰色砂
9 祭灰色砂質土
10 茶灰色砂質土
H 茶灰色砂質土
12 茶灰色砂
13 暗灰色粘土 (SX563埋土 )
14 茶灰色粘砂
15 灰色砂
16 暗灰色粘砂 (SD019埋土 )
17 賭灰色砂 (SD019埋土 )
18 黄褐色粘土 (地 山)

第32次調査 検出遺構平面図 1/200
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9                      19m        [コ SX561の範囲

第32次調査 遺構平面図 1/200

からは、8世紀の土師器・須恵器・瓦の他に、9世紀前半

の上器が遺物整理箱約1箱分出上した。SB555は 、SD552溝

心から約7.2m北で検出した東西2聞以上、南北2間以上の

総柱建物。柱穴の深さは、いずれも検出面から0.2mと 浅

い。柱穴からは8世紀代の土師器破片とともに9世紀前半

頃の土師器杯・皿の破片が少量出土した。

鎌倉時代の遺構 SB556は、後述するSX562と 重複し

て検出した東西1間以上、南北2間の東西棟の掘立柱建物。

柱掘形が一辺0.2mと小さい。出土遺物がないので詳細な

時期は不明であるが、SX563と の重複関係から、鎌倉時

代以降の建物であることがわかる。SX5631よ 、SX562の

南側で検出した遺構。東西2.Om以上、南北4.Omの平面

方形状の掘形を呈する。検出面からの深さは0.3m。 遺構

内には、奈良時代の上器・瓦、鎌倉時代の瓦器を包含す

る暗茶褐色系の砂を含んだ灰色粘土が堆積する。この遺

構についても性格は不明。

Ⅲ まとめ
六坪南辺中央部付近は、坪境小路と築地雨落ち溝は構

築されているものの、奈良時代を通じて建物は築地塀の

際までは建てられていないことが判明。さらに、坪の南

辺中央には、小路への出入りができるよう橋が架けられ

ていた可能性が考えられるようになった。平安時代にな

っても、雨落ち溝から北へ24～30尺程度の空閑地を設け

第32次調査 発掘区全景 (南西から)

発掘区南半部 (西から)建物を建てていたことも窺える。



15.史跡大安寺旧境内の調査 第96次～第100次
平成14年度には第96次から第100次までの5件の発掘調   になったものである。

査を実施した。このうち個人住宅に係る申請が3件、宗   第100次調査は、西塔の保存整備事業に係る発掘調査

教施設の庫裡が1件で、いずれも発掘調査が条件で許可   である。

調査次数 申請者名 事業名or工事内容 調査地 調査期間 調査面積 調査担当者

個 人 個人住宅改築 大安寺五丁目991、 992 H14415～ 419 14∬ 山前

天理教大和光分教会 庫裡増築 大安寺四丁目1036■ E14618-627 40∬ 武 田

個 人 個人住宅改築 大安寺二丁目1317 H141022～ 1029 9� 山前

個 人 個人住宅改築 大安寺五丁目967-15 H14123～ 126 7だ 三好

100 史跡大安寺十日境内保存整備事業 東九条町 1320ワ 他 H141118～ H1533 270∬ 松浦

「
~~~~~~~~200m

史跡大安寺旧境内発掘調査位置図 1/5,000
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史跡大安寺旧境内 (賤院推定地)の調査 第96次

第96次調査 発掘区全景 (北東から)

調査地は、史跡大安寺旧境内の東端部分、大安寺の伽

藍復原によると賤院推定地にあたる。調査地の北西約25

m地点で実施した市DA第22次調査 (昭和60年度)では、

奈良時代中頃の井戸 1基、近世の土坑、近現代の井戸、

土坑を検出している。奈良時代の井戸枠内からは、「大

三三井」と墨書や線刻された土師器が出土している。南

東約40m地点で実施した市DA第 25次調査 (昭和61年度)
では江戸時代の土坑を検出しているが、奈良時代の遺構

はなかった。南東約25m地点で実施した市DA第40次調
査 (平成元年度)では大安寺旧境内の東限を画す左京六

条四坊十坪と十五坪の坪境小路西側溝および江戸時代の

土坑を検出している。今回、奈良時代の遺構の残存状況

を把握することを主目的として調査を行なった。

発掘区内の基本的な層序は、上から表土 (茶褐色土)、

茶褐色粘質土と続き、現地表下約0.6mで灰色砂質土の

地山に至る。遺構検出は地山上面で行なった。地山上面

の標高は概ね63.9mである。検出した遺構には、時期

不明の土坑、19世紀中頃の溝状遣構がある。以下で概要

を述べる。

S K01は発掘区の北側で検出した土坑。東西1.7m以

上、南北3.3m以上、深さ約0.4mである。埋土から時期

不明の土師器が出土した。埋没の時期については不明で

あるが、重複関係から後述の S X02よ りも古い。

S X02は発掘区の南側で検出した溝状遺構。埋土は大

きく2層 に分かれるが、出土遺物の時期差はないのでほ

ぼ同時期に埋まったものと思われる。いずれも茶褐色粘

質土上面から掘 り込まれている。東西1.7m以上、南北

3.5m以上、深さ約0,9mである。埋土から奈良時代の須

恵器、土師器、平瓦、中世の丸瓦、平瓦、19世紀の信楽

窯鍋・壺・椀・蓋、瓦質土器鉢・火舎、19世紀中頃の肥

前系磁器椀、近世平瓦、桟瓦、道具瓦、時期不明の土師

器、平瓦が出土した。重複関係からS K01よ りも新しい。

今回の調査で検出した S K01は 、出土した土器が小片

のため、時期については不明である。溝状遺構の S X02

についてであるが、申請者によると、以前には発掘区の

南側に沼地があり、それを埋め立てたという経緯があっ

たようである。今回の発掘区で検出した S X02が池の一

部に該当する可能性もあろう。

また、今回の調査でも、奈良時代の遺構は確認できな

かった。しかしながら、19世紀以降につくられた S X02

から奈良時代の遺物が出土していることから考えて、奈

良時代の遺構は後世の遺構により削平されているものと
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9 灰色粘質±   13 灰色粘土
10 灰色粘質砂   14 茶灰色粘上
H 灰色砂     15 灰色砂質上 (地山)
12 茶褐色粘質±  16 淡青灰黄色粘土 (地山)
4～ 7はSX02新埋上 8～ 11は SXo2古埋土

発掘区西壁土層図 1/80

-16.609

第96次調査

―――――――― -147,845

大

―――――――― -147,850

I    _

第96次調査 遺構平面図 1/100 思われる。
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史跡大安寺旧境内 (食堂井大衆院推定地)の調査 第97次
調査地は、大安寺旧境内の伽藍復原では、主要伽藍の

北方に位置し、食堂井大衆院推定地の北西隅付近に該当

している。調査地の北隣で実施した市大安寺第21次調査

(昭和60年度)では、近世の遺構を多く検出しているが、

奈良時代の遺構は確認していない。

今回の調査は、調査地における余良時代の遺構の様相

の確認を主要な目的として、東西 8m、 南北 5mの発掘

区を設定した。

発掘区内の基本層序は、上から順に、造成土 (0.1～

0.2m)、 暗褐色土 (0.1～ 0.2m)、 やや茶味がかる暗褐色

土 (約 0.2m)と 続き、現地表下0.6～0.9mで黄灰色シル

トもしくは暗黄灰色粗砂の地山に至る。また、発掘区北

西部分～中央部にかけては、地山上面に暗茶褐色砂質土

(0.1～ 0.4m)の堆積がみられ、一部にこの層の上面から

掘 り込まれている遺構も確認した。なお、遺構検出作業

は地山上面にて実施した。

発掘区内で検出した地山は、北西部分が最も低 く標高

約60.2 1fn、 また最も高い東辺部付近では標高約60.5m

であった。主な検出遺構としては、近世の土坑がある。

以下に、検出した遺構の概略を記す。

S K01は 、発掘区南東隅で検出した土坑である。発掘

区内では東西約2.6m、 南北約0.6m分 を検出した。南

端 。東端は発掘区外へと続 く。深さは約0,lmで、奈良

～平安時代の九・平瓦と16～ 17世紀頃の土師器羽釜が出

土している。

L H 1 61500rn    ~16,915                        -lc

S K02は、発掘区中央やや西寄 りで検出した土坑であ

る。長辺約0.6m、 短辺約0.2m、 深さ約0.15mで、埋土か

らは奈良時代の軒丸瓦が 1点出土した。

S K03は 、発掘区中央やや東端で検出した土坑である。

平面不整形で、東西約1.6m、 南北約10m、 深さ0.15mを

測る。埋土から奈良～平安時代の瓦と17世紀の陶磁器片

が出土した。

S K04は、発掘区の南辺ほぼ中央で検出した埋奏土坑

である。遺構の重複関係から見て、後述の S K05よ りも

新しい。掘形は平面ほぼ円形で、径約0。7m、 深さ約0.3

mである。掘形底部には江戸時代前半の瓦質土器奏が据

えられていた。

S K05は 、発掘区の南辺中央やや西寄りで検出した土

坑である。平面隅丸方形を呈 し、長辺約 1.4m、 短辺約

10m、 深さ約0.55mで ある。埋土から奈良～平安時代の

瓦と17世紀頃の陶磁器が出土した。

遺物は、遺物整理箱で 6箱分が出土した。奈良～平安

時代の九・平瓦や土器の破片が大半を占め、次いで近世

の陶磁器片が多い。余良時代の軒丸瓦は 1点が出土した

だけである。

今回の調査で検出した遺構は、出土遺物の年代からみ

て、ほとんどが近世以降の時期の遺構と考えられる。明

確に余良時代と確認できる遺構や、大安寺に直接関連が

あると推定される遺構等は検出できなかった。

(武田和哉)

1 造成上
2 黒褐色土
3 黒褐色土 (やや茶味がかる)
4 暗茶褐色砂質土

黒褐色粘土 (上坑埋土 )

暗褐色土

黄灰色シル トもしくは

暗黄灰色粗砂 (地山)

第97次調査 発掘区全景 (西から)第97次調査 遺構平面図 1/100
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史跡大安寺旧境内 (西面築地塀推定地)の調査 第98次

第98次調査 発掘区全景 (北から)

|

第98次調査 遺構平面図 1/50

＼

調査地は、大安寺の伽藍復原では、伽藍西側の築地塀

の想定地にあたる。すぐ西側には東三坊大路および同東

側溝が想定される場所でもある。調査地のすぐ北側で実

施した市DA第 68次調査 (平成 7年度)では、地山面が
東から西に向かって下り勾配であること、各堆積土は粗

く、版築の痕跡はみられないこと、堆積土層のうちには

遺構面となるものが何面かあることを確認しているが、

東三坊大路および同東側溝、築地塀および同雨落溝にあ

たる遺構は確認していない。また、調査地の西約25mで

実施した市DA第 82次調査 (平成10年度)では、地山上
面から掘 り込まれる時期不明の土坑、近世の土坑・溝を

検出している。地山上面のほかに遺構面がもう一面あり、

この遺構面の形成が早くても奈良時代後半以降であるこ

とを指摘している。今回の調査では、条坊遺構の確認お

よび伽藍に関する遺構の確認を主目的とした。

発掘区内の基本的な層序は、上から造成土、黒灰色土、

暗灰色土、淡灰色砂質土、淡灰色粘質土、灰色粘土 (濁

責灰色粘土混)、 灰色砂質土と続き、現地表下ユ.3～ 1.5m

で責灰色粘土または灰色砂礫の地山に至る。遺構検出は

淡灰色粘質土上面 (標高 :約 59.8m)、 地山上面 (標

高 :約59.5m)で行った。淡灰色粘質土上面および地
山上面ともに顕著な遺構はなかった。

遺物は整理箱で 4箱分が出土した。淡灰色粘質土から

奈良時代の須恵器壼 2点、丸瓦122点 (12.13kg)、 平瓦

235点 (33.77kg)、 中世の平瓦 1点 (0.49kg)、 中世と思

われる土師器皿 1点、時期不明の土師器奏 1点、黒色土

器または土師器奏の体部 1点、九瓦か平瓦いずれか不明

なもの22点 (0.49kg)が、灰色砂質土から奈良時代の平

瓦 7点 (0.51kg)、 丸瓦か平瓦いずれか不明なもの 5点

(0.12kg)が出土した。

市DA第 68次調査区で確認している遺構面の標高は約
59。9mである。この遺構面の標高と、今回検出した淡灰

色粘質土上面の標高とはほぼ同じ高さである。一方、第

68次調査区での地山は、東から西に向かっての下 り勾配

であるのに対して、今回の調査区内の地山は西から東ヘ

向かって下る。このことから、淡灰色粘質土から下の地

積土は遺構の埋土となる可能性も考えられるが、発掘区

が狭かったこともあり、詳細については明らかにするこ

とはできなかった。

今回の調査でも条坊に関する遺構や、大安寺伽藍に関

する遺構は確認できなかった。東三坊大路および同東側

溝、伽監西側の築地塀および同雨落溝は発掘区の西偵1に

あるものと考えるのが妥当であろう。  (山 前智敬 )

9
0                               21n

造成±   4 淡灰色砂質±        7 灰色砂質土
黒灰色±  5 淡灰色粘質土 (瓦多く含む) 8 黄灰色粘土 (地山)
暗灰色±  6 灰色粘上十濁黄灰色粘±   9 灰色砂礫 (地山)

第98次調査 発掘区北壁土層図 1/50
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史跡大安寺旧境内 (賤院推定地)の調査 第99次
本調査地は、大安寺の伽藍復元図によると、大安寺の

北東部にある賤院内に推定されている。賤院推定地内で

は、これまでに13次にわたって発掘調査が実施されてい

る。申請地のすぐ西側で行われた調査 (市DA第85及・

86次調査)では、室町時代の濠状遺構が南北方向に掘ら

れていることがわかり、奈良時代だけでなく室町時代の

遺構も良好な状態で残っていることが判明している。

今回の調査は、奈良時代の遺構及び室町時代の濠状遺

構の一部を検出することを主目的として、敷地の南西隅

に東西3.5m、 南北2mの発掘区を設け実施した。

発掘区内の層序は、盛土 (0.2～ 0.4m)の 下に耕土

(0,1～ 0.2m)、 奈良時代～平安時代 。江戸時代の土器片

を包含する暗黄褐色土 (0。 1～ 0.2m)が堆積 しており、

表土下約0.5～ 0.7mで黄褐色粘土の地山に至る。遺構は

地山上面 (標高 :約 63.8m)で検出した。

検出遺構 造構には、溝1条、柱穴 1、 土坑とがある。

溝SD01は、北から東へL字状に曲がった溝で、南北の

長さ0.8m、 東西の長さ0.9mぶ んを確認した。検出面か

らの深さは約0.6m、 溝の北・南端及び西 。南肩部は発掘

区外に続 くため、溝幅等は不明。溝内には、上 。中・下

3層が堆積する。上層は青灰色粘土、中層は暗灰色粘上、

下層には暗灰色粗砂が堆積し、それぞれの層には17世紀

代の土師器が包含されていた。堆積状態や出土遺物から

みて、17世紀以降に一挙に埋められたことが理解できる。

柱穴は、SX02と 重複して検出した。東西0.6m以上、南

北0.5m以上の平面円形状の掘形を呈する。検出面から約

0.lm掘 り下げたところで、直径0.2mの柱痕跡を検出し

た。底部には瓦質土器鉢の破片が敷かれていた。礎板で

あろう。SX02よ りも古い。SX02は、SD01・ 柱穴と重複

して検出した溝状の土坑。西肩部を検出しただけなので、

規模等については不明である。検出面からの深さは約

0.lm。 暗掲色土が堆積していた。

出土遺物 奈良時代の土師器・須恵器・瓦、平安時

代・室町時代の土師器、江戸時代の土師器・陶磁器、瓦

が出土整理箱で 2箱分出土した。このうちの大半のもの

が、第 4層の暗黄褐色粘質土からの出上である。

まとめ 今回の調査では、奈良時代の遺構を検出する

事ができなかったが、後世の溝が良好な状態で残存して

いることが明らかになった。溝SD01及 び市DA第 85次・

第86次調査で検出された濠状遺構との関係については、

埋没した時期に差が認められるので、同一の遺構とは考

えにくい。濠状遺構を掘 り直した可能性は考えられるが、

今回の調査では明らかにすることができなかった。今後

の周辺調査例を待って再検討していきたい。 (三好美穂)

7

造成上       5
耕作±       6
暗茶褐色±     7
暗黄褐色粘質土

青灰色粘質土

暗灰色粘土

暗灰色粗砂

(5～ 7:SD01)

8 青灰色粘質土
+黄褐色粘上 (柱穴)
9 暗灰色粘質土 (SX02)
Ю 黄褐色粘土 (地山)

第99次調査 発掘区全景 (東から)

発掘区東半部 (北から) 第99次調査 遣構平面図・北壁土層図 1/50



史跡大安寺旧境内 (西塔跡)の調査

I はじめに

今回の調査は、昨年に引き続き塔院地区の保存整備事

業の一環として実施したもので、本年度は西塔基壇の確

認調査を行なった。現状の碁跡は、水田面との比高差が、

東側で約0.6m、 西側で約1.2mの段をなす小高い土壇と

なっており、中心部にむかってさらに約 lm盛 り上がっ

ている。平面的には東西約33m、 南北約35mの 方形に近

い形状であるが、北東部と南西部の角は水田によって削

平された状態となっている。

発掘区は、土壇上に現存する心礎を中心として東西南

北の中心軸を設定し、それに沿って十字状に幅 3mの ト

レンチを設け、さらに土壇南部にも南側 トレンチと接続

して、幅 3m、 長さ24.5mの 東西方向の トレンチを設定

した。調査面積は計270どである。

I 基本層序
土壇上の堆積土層は、心礎から東西にそれぞれ約 7m、

南北にそれぞれ約 9mま では0,2m前後の腐葉土等の表土

で覆われており、その下がすぐに基壇の築成土となって

いる。しかしそこから外側にむかって築成上が削られて

おり、四方で若千の違いはあるが、基壇周縁部は損壊し

ている。

現土壇は後述するように本来の碁基壇より大きく、基

壇外周には現土壇を形成している厚い堆積層がある。大

半は塔廃絶後から近世にかけて基壇を削平して広げたも

のである。この外周の層序は、土壇上面から約0.6m下 ま

では表土および近世の推積層で、南側には近世に瓦がま

とめて廃棄されて形成された層がある。その下は四方と

も基本的に同じ層相で、上から、瓦を大量に含む暗赤色

焼土層が0.2m前後、明黄灰色砂質土が0.ユ～0.2m、 瓦を

第100次

大量に含む黄色粘質土が0.1～0.2m、 明茶灰色砂が0.05m

前後堆積し、褐灰色シルトの硬い面に達する。この硬 く

しまったシルト層は遺物を包合しているが、この上面が

基壇の基底面と考えられる。瓦を大量に含む層は、瓦が

ほとんど含まれない明黄灰色砂質土を挟んで上下 2枚認

められるが、上層の焼土層は後に外側にむかって引き仲

ばされているようである。

各地点での標高は、心礎中心が61.88m、 土壇上面61.2

m前後、基壇築成土上面は61.Om前後、シル ト層上面約

59.7mである。

南側の東西 トレンチは、約0.2mの耕土と0.lm前後の

茶褐色土の下が橙色礫層の地山であり、地山の標高は

59.7m前後で、基壇基底面とほぼ同じ高さである。

Ⅲ 検出遺構
検出した遺構は、塔基壇およびその上面に残る礎石抜

き取 り痕跡、掘立柱建物跡、溝、土坑、柱穴がある。溝

や土坑・柱穴については調査範囲が狭 く詳細は不明であ

り、今後の調査で判断したい。

基壇

発掘区の東西南北四方向において、基壇に付 く階段の

張り出し部分を検出した。それぞれ階段の半分を検出し

たが、南は廷石のみ、東は廷石と地覆石の一部、北・西

は延石と一段目の踏み石と地覆石の一部が残存していた

(遺構図アミかけ部)。 階段の出は約1.5m(5尺 )、 幅は

各約2.4m検出したのでおそらく全体幅は約4.8m(16尺 )

と考えられる。踏み石の端には登葛石を嵌め込む加工が

なされている。

階段付け根から廷びる基壇辺の延石の一部を東・西・

北で確認した。この東西間が約21mであることから、基

W LH i 601111

暗褐色土 (腐葉土 )

褐色土

褐色土 (軟質 )

暗褐色土

明褐色土

暗灰色土 (耕土 )

濁灰橙色砂質土

赤灰色砂質土

明灰褐色土

暗赤色焼土 (上部瓦堆積層 )

黒色炭 (上部瓦堆積層 )

淡灰褐色土

淡灰褐色土 (粘質 )

淡灰褐色土 (砂質 )

明黄灰色砂質土

黄色粘質土 (下部瓦堆積層 )

明茶灰色砂

褐灰色ンル ト

自灰色シル ト

暗灰掲色シル ト

濁黄灰色粘質シル ト

茶灰色シル ト

暗黄色砂混 り粘土 (地山)

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

第100次調査 西側トレンチ南壁 (西半)土層図 1/40
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壇の平面規模は約21m(70尺)の正方形になることがほ

ぼ確定できた。高さについては上面が削られているため

定かではないが、廷石の上面の標高が59。 8m前後であ

り心礎上面と約 2mの比高差がある。心礎が露出する部

分を考慮すると、基壇の高さは約1.8m(6尺 )であっ

たと推定される。

基壇は、暗紫色土と黄色土が 3 cm程度ずつ交互に突き

固められた版築によって築成されていることが部分的に

確認できる。階段部分も本体 と同時に築成されている。

なお東側 トレンチの北壁沿いにのみ、本来の築成土とは

土質の異なる部分が階段から心礎近くまで認められる。

今回わずかに検出しただけで範囲は未確認であるが、心

礎を引き上げるための斜路を埋めた跡である可能性も考

えられる。

以上の結果、基壇本体の端部は現土壇端よりそれぞれ

6～ 7m内側におさまり、西塔基壇は現土壇よリー回り

小さいものということがわかった。これは東塔跡として

残る土壇とほぼ同じ大きさとなるものである。

塔

基壇上面において土坑を6つ検出した (S K01～06)。

これらは礎石を抜き取った痕跡と考えられ、平面形は一

定しないが、おおよそ直径 2m程度の円形状で、深さも

-16,910

|

アミかけは凝灰岩切石

-148,300

0                             10m

|

第100次調査 遺構平面図 1/250
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北階段 (東から)

0.4～ 0.6mと ばらつ きがある。埋土中および底面には根

石に用いられた人頭大の河原石が残存するが、礎石を抜

き取った際に掘 り起こされた根石が他の穴に放 り込まれ

てもいるようで、根石は土坑によって多寡がある。元位

置として認識できる根石は、築成土に直接埋まり込んだ

状態で、掘形は認められない。したがって根石の据付け

は基壇を版築していく工程と並行して行われたものと考

えられる。

これら抜き取 り痕跡のうちS K01・ 02は四天柱のもの

で、柱間の推定値は約4.2m(14尺 )である。 S K03～

06は側柱のもので、四天柱と側柱の柱間は約3.9m(13

尺)と なり、側柱列の一辺は13-14-13尺で中の間が 1

尺広い。したがって塔の初重の平面規模は、一辺約12m

(40尺)の方三間となる可能性が高い。

掘立柱建物跡

掘立柱建物跡 S B01は、桁行き1.5m(5尺 )-1.5m
(5尺 )一 ■8m(6尺 )、 梁間1.8m(6尺 )等間の 3×
2間の南北棟である。基壇外周の瓦堆積層が堆積する以

前の建物であり、位置的に西塔建立以前のものと考えら

れる。

V 出土遺物
出土遺物には瓦類、土器類、金銅・銅製品、鉄製品、

銅銭がある。大半は瓦類で、整理箱860箱におよぶ。

軒丸瓦は6138 C bと 7251A、 軒平瓦は6712Aと 6712B

のそれぞれ 2つの型式が大半を占める。

金銅・銅製品は、破片が多 く不明なものが多いが、ほ

ぼ完形品として風鐸がある (1・ 2)。 身の高さ30.3cm、

最大径15.5cm、 風招が幅34cm(推定復原)、 高さ19.Ocmで 、

鉄製の舌をもち、表面は鍍金されている。この他水煙の

一部と考えられる厚さ 2 cmの鍍金された鋼板 (3)や長

さ lmを超える鋼板など、厚手 (厚さ1.5cm前後)の破

片18点 と薄手 (0.5cm前後)の破片20点余 りが責色粘質

土層から多量の瓦とともに出土している。

鉄製品は釘以外詳細不明なものであり、銭は和同開弥

1点が築成上上面から出土した。

土器類はほとんどが後世の開削土から出土した中・近

世の瓦器、瓦質土器、陶磁器で、明黄灰色砂質土からは

10世紀後半の土師器が少量出土している。

V まとめ

今回の調査は整備計画を進めるうえでの最小限の調査

区を設定したにすぎないが、多くの重要な成果を得るこ

とができた。

基壇外周には瓦を大量に含む層を2枚確認した。含ま

れる瓦は同種のものが多いが、土層の状態はまったく異

なり、三度の瓦の崩落があった可能性が高いと考えられ

る。ただし、この点については今後調査を進めていくう

えで再検討が必要であろう。

出土瓦からは西塔の創建時期が 8世紀末～ 9世紀初頭

であることが推定され、西塔は東塔 (8世紀中頃)に約

半世紀遅れて建立されたものということになる。

なお、階段部分以外の基壇化粧の状態や掘り込み地業

及び版築の状態、地鎮の有無など今後の調査によって明

らかにすべき点も多く残っている。 (松浦五輪美)
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調査次数 届出者名 工事内容 調査地 調査期間 調査面積 調査担当者

ロイヤルエース株式会社 共同住宅建設 今御門町 102他 H14522～ 53ユ 77ポ 武 田

個人 個人住宅新築 脇戸町 72 H14627～ 78 9ゴ 三好

個 人 個人住宅新築 中院町 91 H1517～ 114 22ポ 山前
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16.元興寺旧境内の調査 第56～ 58次
平成14年度は 3件の発掘調査を実施している。検出

した遺構の多くは、中世 。近世が主体を占めているが、

|

第57次調査では、余良時代の大房基壇を検出することが

できた。

Э                                                  200m
l            l

＼

ＦＩ
『
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元興寺旧境内発掘調査位置図 1/3,000
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元興寺旧境内 第56次調査
調査地は、元興寺旧境内の伽藍復原では主要伽藍地区

北方の寺地の北辺に近い場所に該当している。

過去に調査地の南東約80mで実施した調査市GG第 6

次調査 (昭和61年度)では、奈良時代から鎌倉時代にか

けての土坑、溝、井戸等を検出している。今回は、既存

建物の基礎工事による破壊を免れているとみられていた

調査地の西側部分に、東西約 9m、 南北約10mの規模で

発掘区を設定したが、調査の結果この部分にも地中梁が

縦横に施工されていることが判明した。ただし、その隙

間において遺構をいくつか検出することができた。検出

した遺構は鎌倉・室町時代の井戸と土坑である。

発掘区内の基本層序は、上から、造成土 (0.3～ 0.5m)、

暗灰色粘質土もしくは灰褐色粘質土 (0,2～ 0.3m)の 堆

積があり、地表下約0.5～ 0.8m付近で黄灰色もしくは淡

青灰色シル トの地山に至る。遺構面は地山上面で、発掘

区内における地山上面の標高は、概ね82.6～ 82,7mであ

る。検出した遺構は、 12、 13世紀の土坑、15世紀の井戸

である。以下、その概略について述べる。

S K01は 、発掘区の北東隅で検出した土坑である。

北側と東側は地中梁の基礎工事で削平されている。発

掘区内は東西約1.Om、 南北約 1.ユ m分を確認した。深さ

は確認できた分で約1.2mあ る。埋土から12世紀前半の

瓦器椀や土師器皿が出土した。 S K021よ、発掘区中央や

や南側で検出した土坑である。掘形は平面不整形を呈し、

南西部分は発掘区外へと延びていく。発掘区内では東西

約1.6m、 南北約2.2m分 を検出した。深さは約0.2mで、

埋土から13世紀前半の瓦器椀、土師器皿が出土した。 S

E03は発掘区中央やや北寄りで検出した井戸である。掘

形は平面楕円形を呈する。東西径は約ユ.8m、 南北径は

約1.6mを測 り、検出面から深さ約2.2m付近まで掘削を

行ったが、井戸底は確認できなかった。また、枠材につ

いても確認できず、素掘りであつたか抜き取られたかは

不明。埋土からは奈良～平安時代の瓦に混じって、15世

紀後半の上師器皿などの土器が出土した。

このほかいくつか土坑とみられる遺構を確認している

が、攪乱により削平されているものが多 く、規模を明確

に確認できるものは少ない。遺物は遺物整理箱約15箱分

が出土した。 (武田和哉)

第56次調査 発掘区全景 (南東から)

孫∂

第56次調査 遺構平面図 1/100
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元興寺旧境内・脇戸古墳の調査 第57次
本調査地は、元興寺の伽藍復元図によると、元興寺の

北西部にある南西行大房が想定されているところであ

る。西僧房推定地内ではこれまでに 5回にわたって発掘

調査が実施されてお り、す ぐ西側で行われた調査 (市

GG第51次調査)では、奈良時代の南西行大房の基壇を

検出している。また、市GG第39次 ・第51次・第53次調

査では、脇戸古墳 (5世紀)の周濠を検出している。脇

戸古墳は、一連の調査成果から推定すると、少なくとも

30m以上はある円墳の可能性が考えられ、奈良時代以前

の歴史を考える上でも重要な発見である。今回の調査は、

脇戸古墳のほぼ中心部及び奈良時代の大房の基壇が想定

される箇所に発掘区 (発掘面積 :9だ )を設け実施した。

発掘区内の基本的な層序は、造成土 (0.3m)の 下に、

明褐色土、暗褐色土、基壇築成土と続き、地表下約1.lm

で暗黄褐色粘土の地山に至る。発掘区の南半部では、基

壇築成土と地山との間に、平瓦片を包含する暗黄褐色粘

砂または橙褐色粘砂 (0.2m)が堆積 している。標高は、

基壇上面が約882m、 地山上面は87.7～ 87.85mである。

遺構は、明褐色土・基壇築成土・暗責褐色粘砂のそれぞ

れの上面で検出した。発掘区の80%近 くを占める範囲に

現代の撹乱が及んでおり、地表から約1.5mの深さまで削

平されている箇所があるが、奈良時代及び鎌倉時代の遺

構等を検出することができた。

奈良時代の遺構 僧房の基壇、柱穴を検出した。
基壇 基壇は、検出面 (標高約88.2m)か ら深さ0.3～
0,4mま でが基壇築成土である。基壇の基礎となるのは、

基本的には暗黄褐色粘上の地山であるが、低い部分では

暗黄褐色粘土または橙褐色粘砂を基礎にしている。各々

の築成上は、褐色系または灰色系の粘土・砂・含礫土を

2～ 8cmの厚さで突き固められてお り、11層分を確認

した。築成上には、円筒埴輪の破片が数点包含していた。

今回の調査で検出した基壇は、位置関係からみて、市

GG第51次調査で検出した西南行大房の基壇と同一のも

のであることが分かり、さらに発掘区外東へ続いていく

ことが明らかになった。

柱穴 基壇築成土と地山の間には、部分的に暗黄褐色
粘砂または橙褐色粘砂が堆積 している箇所が見 られる

が、この層の上面で柱穴 1・ 2を検出した。柱穴 1は、

東西0.4m、 南北0.3m、 検出面からの深さは0.lmである。

この北側で検出した柱穴 2は、径0.2m、 深さは5cmと 浅

い。これらが建物等の柱穴になるかどうかは不明だが、

層位的な関係や西隣での調査 (市GG第51次調査)で も

基壇築成土よりも古い時期の建物を検出していることか

ら考えて、大房の前身遺構であることは明白である。

詳細な時期については不明だが、ベースとなる暗黄褐

色粘砂から平瓦が出土していることも考慮すると、奈良

時代になってから前身遺構が掘られ、これよりも遅れて

大房の建設が行われたことが推察できる。

この他に、柱穴とともに平面方形の遺構SX01を 検出

した。東西1.Om、 南北1.3m以上、検出面からの深さ約

0.lmを測る。出土遺物もなく、性格は不明である。

鎌倉時代以降の遺構 残存する基壇の上面 (標高約
88.2m)で、柱穴 3～ 6・ 土坑SK01・ 溝状遺構SX02を、

暗褐色土))上面で柱穴 7を検出した。

柱穴 いずれも一辺0.2m程度の小さいものばかりであ
る。柱穴 4に は、径 8cmの柱痕跡が残っていた。各柱

穴から土器の小片が出土しているものの詳細な時期は不

明。柱穴7は、柱穴 3～ 6及びSK01、 SX02よ りも 1層

上で検出したもので、一辺0.25mの方形掘形である。検

出面からの深さは 5cm程度しかなかった。出土遺物は

1 造成上
2 明褐色土
3 暗褐色土
4 黒褐色土
5 明茶褐色土
6 淡灰色砂質土
7 黄灰色土
8 黄褐色粘土
9 暗褐色土 (小石多い)

17

10 暗黄褐色土
11 橙褐色粘砂
12 明黄褐色粘土
13 暗褐色粘砂

16 暗黄褐色粘土 (地山)
17 橙褐色粘砂 (地山)

14 暗褐色土 (黄褐色粘土混 )
15 暗褐色砂質土
(8～ 15:基壇築成上 )

発掘区東壁土層推積状態 (西から)
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第57次調査 発掘区北壁土層図 1/40



第57次調査 遺構平面図・暗黄褐色粘砂上面 1/50

暗責褐色粘砂上面柱穴・SX01(北から)

柱穴 1・ 2(南から)

なく、詳細な時期は不明。

土坑 SK01は、東西0,9m、 南北0.3mの平面楕円形の

掘形を呈し、検出面からの深さは0.3m。 底部に 1～ 8

cm大の礫と20cm位の大きさに割られた平瓦とで敷き詰

めていた。埋土から13世紀代の土師器・瓦器が出土。

まとめ 今回の調査成果は以下のとおりである。
① 奈良時代の大房の基壇築成土が良好な状態で残存
していた。大房に関わる建物の柱穴は検出できなかった

が、場所によっては基壇の北 。南端が残存している可能

性が推察できる。

(網かけ部分は基壇築成上 )

第57次調査 遺構平面図・基壇築成土上面 ユ/50

SK01(】ヒから)

② 本調査地内においても、時期は特定できないが、
大房が建設される前に何らかの施設があったことが明ら

かになった。

③ 今回の発掘区は、脇戸古墳のほぼ中心部 (推定)
に設定したが、古墳の主体部らしき遺構は検出すること

ができなかった。基壇築成上中に埴輪の破片が包含され

ている状況からみて、奈良時代の元興寺を建立する際に、

大規模な土地の改変、造成工事が行われたことが伺える。

今回の調査区は狭小ではあったが、元興寺の歴史を考

えていく際の手がかりのひとつとなった。 (三好美穂)

基壇築成上上面柱穴・SK01・ SX02(西から)
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元興寺旧境内 (僧房推定地)・ 奈良町遺跡の調査 第58次
調査地は、元興寺旧境内の伽藍復元では、僧坊の東室

北階小子房が想定される位置である。調査地の東約10m

で実施した市GG第33次調査 (平成 3年度)では、12世

紀末から14世紀中頃の土坑、17世紀の土坑、時期不明の

柱穴を検出しているが、奈良時代の僧房に関する遺構は

検出されていない。今回の調査では、奈良時代の僧房に

関する遺構の確認および中近世の遺構の把握を主目的と

した。

発掘区内の基本的な層序は、上から造成盛土、暗褐色

粘質土、黒褐色粘質土、明黄茶色粘土または暗褐色粘土

と続き、現地表下約0,9mで黄楊色粘上の地山に至る。

遺構面は地山上面で、標高は概ね76.7mである。

検出した遺構には、12世紀後半から16世紀の土坑があ

る。以下に概要を述べる。

S K01は発掘区南東で検出した土坑。東西0.5m、 南

北0.4m、 深さ0.2mで ある。埋土から奈良時代の九瓦、

平瓦、12世紀後半の上師器皿が出土した。重複関係から

後述の S K04よ りも古い。 S K021よ発掘区南東で検出し

た土坑。発掘区外へと続くため規模は不明であるが、東

西0.2m、 南北09m、 深さ0.2m分確認した。埋土から奈

良時代の丸瓦、平瓦、12世紀後半の土師器皿、瓦器椀・

皿が出土した。 S K03は発掘区の南西で検出した土坑。

東西0,8m、 南北1.2m、 深さは0.lmである。埋土から余

良時代の丸瓦、平瓦、14世紀の土師器皿が出上した。 S

K04は S K01の北で検出した土坑。東西1.5m、 南北1.6

m、 深さ0.05～ 0.15mで ある。埋土から奈良時代の九瓦、

平瓦、14世紀の土師器皿、常滑窯の奏が出土した。 SX
05は発掘区の西で検出した溝状の遺構。発掘区外へと続

くため全容は不明であるが、東西1.Om以上、南北4.5m

以上で、深さ0.7～ 10m分を確認した。埋土は大きく4

層に分かれるが、出土遺物の時期差がないのでほぼ同時

期に埋没したものと思われる。埋土から奈良時代の須恵

器鉢・奏、土師器皿、丸瓦、平瓦、面戸瓦、苺、13世紀

の土師器皿、15世紀前半の土師器皿・羽釜・鍋、瓦質土

器悟休・握鉢・浅鉢・皿・風炉・羽釜 。蓋、信楽窯壺か

奏・悟鉢、常滑窯の壼か奏、瀬戸・美濃窯系の皿 。盤、

中世の平瓦、軒丸瓦、軒平瓦、道具瓦、龍泉窯系青磁椀、

白磁椀、砥石、不明木製品が出土した。 S K06は S K01

の南で検出した土坑。発掘区外へと続 くため規模は不明

であるが、東西0.3m、 南北0。15m、 深さ0.2m分を確認し

た。埋土から奈良時代の九瓦、平瓦、16世紀の上師器皿、

時期不明の瓦質土器、常滑窯奏が出土した。 S K07は 発

掘区北東で検出した土坑。発掘区外へと続くため規模は

不明であるが、東西1.6m、 南北1.5m、 深さ0.2m分を確

認した。埋土から奈良時代の九瓦、平瓦、16世紀の土師

器、中世の平瓦、時期不明の瓦質土器、信楽窯悟鉢が出

上した。

今回の調査では、12世紀後半から16世紀にかけての遺

構を検出したが、奈良時代の元興寺の僧坊にあたる遺構

は確認できなかった。また、今回検出した S X05に つい

ては、埋上の堆積状況に水が流れた形跡を確認できない

が、溝底が南から北にむかっての下り勾配であることか

ら南北溝になると思われる。調査地の周辺においても15

世紀代の南北方向の溝は検出されていない。今回は発掘

区が狭かったこともあり、詳細については明らかにする

ことはできなかった。 (山前智敬)

▲

八

―――一-146,960ハ脚ＨＨ呻〔］〕やわ〕笠ｓＫｏ６＼⌒

第58次調査 遺構平面図 1/100
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第58次調査 発掘区全景 (北から)
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